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FIRST｡5の後を､追

’
は10年先を定っ陸

〃〃〃

一!

｢速さ｣がこのように美しかったことが､あっただろうか。
FIRST｡5シリーズ

レーサーとしての帆走性能､洗練されたファッション性、そしてこのうえな

く快適な居住性をも兼ね備えた新世代のレーサー＆クルーザー､それが

FIRST｡5シリーズ。ひとつの奇跡ともいえる､このシリーズの誕生を語る

とき、ベネトウの名のもとに集まった4人の巨匠たちの斬新なクリエイティビ

ティを忘れてはならないだろう。内装デザインは、フィリップ･スタークとピ

ニンファリーナが担当｡外装デザインに携ったのは､ジャン･ベレーとブル

ース･ファー。4人の叡知は美しく結晶し､10年先を走っている。

クルーズシステム

このシステムを利用すれば､たとえ少人数でも､スムーズなセーリングが

エンジョイできます｡アイテム･ラインアップは､メインセールE･ZIPPACK、

ゼノア･ファーラーE･FI｣FX，リジッド･バング、パックステイテンショナー

など､多彩。FIRST45",41@5,38@5のオプション。
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第32回鳥羽パールレース

東海支部広報河内道夫

第32回鳥羽パールレースは，当初のエン

トリーが200艇を超える参加が予想された

文字どおり国内最大の外洋レースになりま

した。

結果として185艇(Aコース:68"B

コース:117艇),1,517人の過去最大の参

加を得て，夏雲の輝く晴天のもとスタート

を迎えました。参加艇の数の増加とともに

遠くからの参加が増えるのもうれしいこと

です。第30回からは仙台から「ヒポクラテ

ヘ」「嵯峨がはるばる参加され，今年は
呉から「號丸」が来てくれました。

梅雨明け後にもかかわらず，前線の南下

と日本海の低気圧の影響を受け，南から南

西に変わった10m/sの風の中，素晴らし

いスピードで東に向け走り去って行きまし

た。

今年の鳥羽のレース本部は，浜辺浦の入

り口の岬に立つ「鳥羽グランドホテル」に

設置しましたが，浜辺浦が一望の下にみら

れる良い場所て叙した。しかし，浜辺浦奥に

係留する参加艇からは，いささか不便なた

め，昨年本部を置いた「望海楼」のベラン

ダ、で入港申告や公式掲示板の設置申告内容

の変更受付けを実施しました。

200艇を超えるというので，浜辺浦で泊

地をまかなえるかと危倶しましたが，25日

風がやや強めのため,Aコースのスター

トて．は，68艇がなかなかまとまらず，横一

線のラインは見られませんでした。右横方

向からの風のため，一部にスピンオ､－力を

揚げている艇も見られましたが，ブローチ

ングぎみで大変な様子で､した。

Aコースの大型艇は，強めの風を受けて

おもいっきり滑り，う｡レス用ポートも追い

つけないほどのスピードで､スタートして行

きました。

一方,Bコースの117艇はよくまとまり，

鳥羽パールレースらしいスタートラインを

形成し，東によほど良いことがあるかのよ

うに，スッ飛んでいってしまいました。

風が無くていつまでも視界から去って行

かないレースもこまりものですが，あまり

の速さて、見えなくなつってしまうレースも，

見送るコミッティの者にとっては，なんと

もさびしいものがあります。その後さらに

強くなった風の中を，大多数の艇がたいし

た事故も無くフィニッシュしたというテレ

ホンサービスを聞き，ほっとしております。

来年第33回には200艇を超える参加艇を迎

え，今年のレースに対する参加艇のご意見

を十分にうかがいながら，さらに楽しいレ

ースを実施したいと実行委員一同考えてお

ります。是非ご意見をお寄せください。

また来年鳥羽でお会いしましょう。

の夕方で､およそ100艇前後の係留で，いさ

さか少ないと感ずる状態てゞした。また，今

年は台船を2つに増やしたため，沖の台船

に大型艇が係留でき良かったのではと思い

ますが，来年200艇を超える参加が得られ

た場合，どうなるのか不安もあl)ます。

前夜祭では，「ミス・マルレイナ，マル

レイナ・ラブリー」2名の歌による応援や

烏羽市の「ミス・リゾート」による花刺曽

答を始めとし，市長ほか市関係者の激励を

受け，パーティは盛大に開催されました。

後半に参加者の減少がみられましたが，

｢九鬼水軍太鼓」やマウントケイ・ラム酒

のプレゼントなど，早く帰った人には残念

としか言えない最後まで楽しみなパーティ

でした。

前日とはうって変わって，南寄')の風が

吹きつけるスター|､の朝いつものレース

の朝のように，ファイティンク、・ブラックﾞ

がはためき，氷や軽油を運び込む人々，活

気のある雰囲気がとてもうれしくかんずる

ひとときです。

浜辺浦を出ると，′回列のブラジル丸から

真珠島にむけての機帆走パレードを経て，

菅島南のスタート海面に続々とレース艇が

集まってきます。

今年始めてスタートの本部船に観豐訓谷を

使用し，レース艇から良く見えるよ.うにし

ました。
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"憧れの鳥羽パール”

鳥羽パールレース参加は，高校生の頃

(25年前になるが……）始めて買った

"舵”誌にて知って以来いつかは参加した

いと秘かに考えていた。今回のサンタグリ

ーンは10艇目に所有したフオ､であるが，僕

の場合始めてヨットレースに参加したのは

1昨年の89’年春であるからまだ3年目で

しかない。憧れの鳥羽レースに初参加で､き

しかも周りはワントンオーバーの有名な大

型艇の中で僕達クルーは総合優勝という奇

跡としか言いようがない最高の嬉しい結果

となったのである。

実は我艇は傷だらけの三崎へのフィニッ

シュだったのです。第1は1,5ozスピンを

乗せ忘れた，第2は0.75ozスピンを鳥羽

スタート時破れ補修したが，神津島剰則で

ブローチングでズタズタに損失してしまっ

た。そして大島風早崎を回航時ブローチン

グで生じたと考えられるデスマストである。

このデスマストは三崎フイニッシュ4時間

前に生じていたと思うが気づいたのは相模

湾の真只中フイニッシュ2時間前で，微風

のフリーで唯一の0.5ozスピンで3～4ノ

ットで北上中オンデッキ約3～5cmにかけ

て斜めに全周性に亀裂を認め約5mm<らい

パウに向かってズレがある完全なる折損で

あった。船令6年金属疲労であろう。ただ

もしも1.5ozスピンを乗せ忘れず早くから

これを使用していたら又0.75ozスピンが

サンタグリーン笠原丈和

損失していなかったらマストは倒れていた

と想像できるのです。色々な要因が最後ま

て綴マストを起立させていた運としか言い様

がないそんな状況でした。ハード面では，

この様な幸運が作用し，ソフト面では，素

晴らしいチームワークと集中力て、ただただ

速く走らせる事に撤し最短距離のプロパー

コースを迷うことなく走らせた事と言える

と思う。

僕にとって初めて見る浜辺浦に集結した

200艇の光景そして菅島レース海面るでの

パレード，スタート5分前15ノット南西の

風大型艇の中30フィートのサンタグリーン

はとにかく大きさでは完全に倒されている

が，気持ちの上では，別に恨みがあるわけ

ではないが，大型艇に一矢報いたい等の願

望があった。

我々 は主に近北支部レースを中心に活動，

昨年と今年のオレンジカップ8位・敦賀カ

ップ｡2位，昨年は日本海レースに参加しナ

ホトカ～と渡った。つまり関東勢との接点

は今まで無かった。この烏羽レースで僕は

鳥羽レースを本当に参加するだけの気持ち

でしかなかったがクルーの5人はクラスV

の上位をねらっていたし，ヘルムスの北山

君は差順位でクラスⅥまて叡食いたいなどと

意気盛んでいたがスタート前からのトラブ

ル続きでそんな目標もだんだんと薄らいで

いくのだが，推面崎沖スタートで5～6時

間後南西風20ノット波高3～3.5mの海況

の中我々は未だワントン勢力確認できる位

置にいた，リーチング，週皮，波長が合い

10～14ノットの凄いスピードですばらしい

走りをしている。シルフィードが後方を沖

出ししていく，あの”シルフィード”と

ここ2～3時間併走し少々我々が走り勝っ

ている。位置的にも良いところにいること

を我々は励みとした。0時30分神津島回航

を確認1マイル位まで近づいている。式

根・新島の東側を北上利島大島間を抜け，

大島の西側コースをとる元町を右舷に見る

頃利島の西側より北上するスピンが3縄崔

認できる。サンタグリーンはもう0.5ozス

ピンしかなく,リーチングでスピンを温存す

る。風早崎を廻航すると大島の東コースを

とった艇部が魏挺見える速い。先へ行かれ

るだろう。我々は東と西から三崎へ向かう

艇部の丁度まん中にいる。東から北上する

艇が明かに速い。西側から昨夜真後ろにい

たシルフィードがあがってきている。フィ

ニッシュライン都薩恩した頃大型艇が周一

にいるし，またフイニッシュしているが木

だ直後の様だbあの風と波の中で有利であ

る大型艇はもうとっくに見えないものと思

っていた。少々希望がでてきた。案外いい

とこにいるかも知れない1午前10時27分フ

イニッシユした。22時間27分デイラン200

マイルの速さだったのであるいくら吹いて

も30フィート艇としては最高のスピードで

あろう。憧れの油壺湾に入港駿河湾沖で

はシーホッパーのような走りて鰻あったため

水浸しのキャビンとなっている。他のレー

ス艇から「30フィートとしてはかなり速い

フィニッシュ時間ですよ，恐ろしいな－」

などという声がかかる。着11"O位とのこと。

ここでクラスⅥ.Vで先にフイニッシュし

たのはシルフイードだけであるとわかった。

大満足である。午後三崎でマグロをたつへ
り食し夕方まで専睡した。クルーの田中君

が“総合優勝”と泣き声で部屋に飛び込ん

できた。一瞬こみ上げてくるものがあった。

ヨットレースを少々早すぎたがやっててよ

かった。我がサンタクルー達とたの喜びを

満喫できることが素晴らしかった。すがす

がしいこの素敵な感激を味わらせてくれた

我がサンタチームと大会運営に尽力をつく

された皆さん，本当にありがとうございま

した。

今日本1郷lの小さな町にこのパールカッ

フ。が置いてある。おそらく今までに又これ

からもこのカップ｡が日本海側の地に渡るこ

とはないのではないかとおもっている。
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上手前方約5マイル，コンテツサ，海太朗

と艇名不明の3隻が後方7－8マイルに

いる。

彼らは南に出す様だが我々は回航時にチ

ェックしたデータに従い，この当たりの追

い潮を利用し，タ、イレクトにﾈ噸聿島を目指

す。

一時30ノットを越えた風も20ノット前後

で落ち着き，艇速も10ノット程度で安定し

ている。

コース取りも慎重にはオンバセの南を通

り，22:30時には神津島を回る。

スタート前には神津島一式根島間を抜

けて，大島の西からフイニッシュを目指す

コースを想定していたが，天気図からこの

風は明け方まで続きそうであり，早島をか

わせるなら大島の東を通るのが最短コース

でもあり得策と判断して，このコースに乗

せる。

ネ瑚聿島天上山を覆う黒雲からの冷たい吹

き下ろしに乗って，一気に早島をかわし新

島の東にでる。

この頃から少し風が弱まってくる。大島

に近づき過ぎるとブランケに捕まる恐れが

有るので充分に離して通る。

このままて鹸はフイニッシュが0500時過

ぎになり，朝凪に捕まりそうだが曲がった

スピンポールにはまだまだ風が強すぎる様

に思えるのでじっと我慢する。

0400時頃風早との間約2マイル程後

方にマストトップ｡灯を見つける。

まだ明けやらぬ薄暗がりの中デッキワー

クの懐中電灯の光がちらついている。

スピンを揚げるな，と見ているとやはり

スピンが揚がり，薄明の中おぼろに見える

スピンの模様からメイセーヤーと判る。

ジリジリと追い上げてくるスピンを見な

がら，風と残航を推し量りスピンを揚げる

タイミングに迷う。

四時半過ぎ，メイセーヤーが並んできた

のでスピンを揚げ最後の逃げ込みにかかる。

予想通り日の出と共に風は落ちてきて後ろ

に回る。

真追っての風にメイセーヤーはスケーテ

ィングするためコースを外し，少し登り気

味に西に離れて行く。

後方にはCRクラスの大型艇がスピンを

揚げて追ってくる。

その様子から，もう少し風が続きそうな

ので､オンコースを編し編し艇を滑らせる。

0534時フィニツシユラインを通過，メイセ

ーヤーに先行すること約4分，薄氷を踏む

思いのフイニッシュで､あったが，なんとか

初陣をファーストホームて､飾ることが出来

た。

鳥羽パールレース参戦記
ラッキーレディVスキッパー浅生軍棒

示
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てゆき，下手ではコンテッサ，海太朗に続

いてIOR1トン軍団が先行している。そ

して，すでにその巨大な船影が小さく見え

る程前方をプリマが行く。

風速はスタート前の予想より少し弱く，

20ノット前後で，ヘビーゼノアのおかげで

艇速も上がる。1400頃にはIOR1トン軍

団をかわし,1500時にはコンテッサに追い

つく。

海太朗はスピンを揚げて加速するがすこ

し落とし気味になにるためVMGとしては

不利の様な気がする。

メイセーヤーは噂通りの快速て､､，その差

は詰まるどころか広がって行く様に感じる。

彼らは南に上ってスピンを揚げた。

1900時，日暮れ時にはメイセーヤーは

ラッキイーレディーVはYOC･Cクラ

スで優勝したフライングフィシュ（ジョン

セイヤー設計）で，購入後輸入手続き，改

造，レーティングの取得，船検，船籍登録

と忙しく稲葉オーナーの強引とも思われる

努力のお陰て鹸ようやくスタートに問に合わ

せることができた。

また，東海のJ24の雄ブーメランのヘ

ルムスマン地曵とトリマー岩瀬を迎え，か

なり強力なチームを組むことが出来た。

スタート海面は200隻近いヨットが遊翼

しており，本部艇は確認できるがリミット

マークが見つから唾ぃ。

しかたがないので本部艇寄りを少し遅れ

てスタートすることにする。上手には

へ｣,下手には｢ビー ﾜﾝ｣と大型艇に前
を抑えられながら約15秒遅れでスタートす

る。

スタート時のマニューバリングを考えN

O3ジブを使ったのが裏目に出てもう一つ

スピードが乗らない。

ジブはハンクス式なので取り替えるとな

ると一旦ジブを下ろさなければならない。

それではロスが大きすぎるのて緩10ポイント

程風下に落としてスピンを揚げ，その間に

ジブ交換することにしてスピンを揚げるが，

不慣れぽこともありスピンポールを曲げて

しまう。

しかたなくスピンを取り込み，ジブを下

ろしてヘビーに交換する。

このゴタゴタの間に，上手ではメイセー

ヤー，光，スリーパー，ゼオ､ツトが先行し
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コースとしては神津島から大島にかけて島

の西側と東側のいずれ力楓と潮流の点で有

利かの判断力勝敗につながりました。KE

LONIAはこれからの島の剰則のコース

をとったことが『望外のクラスイ易勝』の結

果となりました。

神津島を回ってからは頻繁にロランによ

り潮流をチェックしましたが若干の追い潮

だったようです。大島の東では島の近くに

寄ったのでブランケットを心配しましたが，

むしろ吹き下ろしの風が強く，置きのHA

LFTIMEに追いつくことができました。

明け方，無線で､大型艇のフィニッシュ予告

を聞いているとそれほど離されていなかっ

たので，「これはいけるぞ」と期待してい

ただけに，朝8時頃にカームにつかまった

時は気が気ではありませんでした。幸い再

び南風が吹き始め,KELONIAにとっ

てはコースレコードの22時間半で無事フイ

ニッシュすることがで､きました。

今回のレースは若手主体て、参加しました

が，クラス倒券の報を聞いた古くからの～

ンバーの中馬，大谷渡辺氏から喜びの声

を聞き，レース直後はさほど感じなかった

のが，日が経つとともに侭勝の嬉しさが湧

いてきました。KELONIAは28年前小

網代に艇を浮かべて以来，当初の頃はNO

RCレースで輝かしい戦債を残してきまし

た。しかし，元来ギンギンのレース派では

なく，最近の尖鋭化したレースでは勝利か

ら久しく遠ざかっていましたのて暴，この喜

びもひとしおで､す。

小網代フリートにはNORC草分けの頃

からの艇も多く，ギンギンのレース派はい

ないのて鹸すが，月に1度のKFR(小網代

フリートレース）を楽しんでいます。この

レースは15年も続いていますが，最近は他

フリートからの参加艇も含めて3側延近くに

なることもあります。今回のパールレー~
はそんなフリート仲間のNADJSから武

田さんに応援にきてもらいました。

また，今回の勝因の一つにやはりフリー

ト仲間のALPHAとの競り合いがありま

す。神津島まで､のコースはアビームの1II走

でかつ夜間だけにトリムを最適状態に維持

していくのは難しかったのて誤すが，すぐ、近

くにALPHAが帆走しており，なんとか

抜き去ろうとセーリングに集中することが

て余きました。

最後になりましたが，日本のオーシヤン

レース，更に海洋精神の澗養のために，全

国規模の烏羽パールレースがより一層盛ん

になることを祈ります。IOR,IMSに

純粋のブルーウオータ艇も含めて500艇以

上の参加数になるのも夢て､はないて､しよう。

望外のクラス優勝
IORm,Ⅳクラス優勝の記

KELONIA大谷正彦,三好章夫
｢鳥羽パールレース」と聞いただけでレー

ス前のあのうきうきした気分を思い出すの

は私だけだろうか。

今回私（大谷）は仕事の都合て穣回航にもレ

ースにも参加できなかった。

7月27日昼過ぎ自宅へパールレースメン

バーから電話が入った。「え－つ？もう帰

ってきたの？」

一瞬リタイヤかトラブルかと心配になる。

しかし，聞いてみると10時半頃無事フイニ

ッシュし，しかもかなり早い順位とのこと。

ほっとして先ずはホームポート小網代へ

急ぐ。ケロニアハウスに着くとレースメン

バーの深谷君が一人ポッンといた。みんな

疲れてレース結果を待たずに自宅へ帰って

しまったという。20時頃レース本部へ結果

を確かめに行く。

KELONIAは，総合10位でクラス1

位になっているて舗はないか。にわかには信

じ難かったが次第に喜びが湧いてくる。そ

の夜のおもだったメンバーに電話して表彰

式に参列するよう声をかけ，翌日の表彰式

に臨んだも

ここて叡KELONIAという艇の紹介を

しておきたい。

KELONIAはグループ結成後28年，

20FtのJOGから始めて現在5艇目（横

山33）小網代湾奥に係泊している。50代に

なった倉l1業者達とその後加わった40代から

20代の若者まで，メンバーは35名。内常勤

は12～3名で他は“時たま会員”て､ある。

会社役員，管理職から学生まで，女性も子

持ちの主婦から自称ギャルまで多士済々・

オーナーが誰だか分からない自由窓雰囲気

からかやめる人が殆どいない。

これだけのメンバーとなるとレース派，

クルージンク派だけでなく，ただ乗るだけ

でいい人やもっぱら後方支援て撤し，「揺

れないヨットがて、きたら乗るよ」という御

仁まて種々雑多。

NORCﾚｰｽやクラブﾚｰｽにて､､たり,

クルージングに行ったり，湾口でのんびり

遊んだり，ディンギーレースの応援に行っ

たり，週末は年中休むことがない。今回も

パールレースから帰った翌日から3日間に

クルージング組が千葉方面に遊びに行って

いる。毎年100日以上1000人を越える活

動は，小網代で最も活動している艇て､､あI)!

恐ら<H本中探しても右にて､､る艇は少ない

ので､はないかと思う。

ケロ
r

L■

鴬
一心,炉

掴,ロ：

馴

…

碗
色I

こんなKELONIAにも悩みがある。

一つは創業者達の老齢化による活動力の低

下である。これに対しては，とかく依存じ、

が強い若手に権限を委ね，彼らが自主的に

やっていける体制にしようと努力している。

もう一つは，雑多な集まりなるがゆえのレ

ース等への結集の困難さである。これに対

しては,,KELONIANEWS"と

いう機関紙を隔月発行してグループ内の意

思疎通を図ってはいるが，まだ十分解決で

きているとはいえない。

こういう性格のチームなので，艇も自ず

とそれに沿ったものとならざるをえない。

6年前進水させた今の船は，中間リグでは

あるがステーはロッドでなくワイヤ，セー

ルも6年間のダクロンセールl式と3年前

に買ったケフ｡ラーメイン，スペクトラのミ

ディアムと＃3ジブて畿ある。

内装は8バースのクルージング仕様キ

ールもラタ､－も長方形で重い旧式のものてﾞ

ある。

今どきの三角レース中心のレースに出る

には実に中途半端な艇である。最近の艇に

比べて軽風以下のパワー不足はいかんとも

しがたく，5月のミドルポート選手権でも

スタートでいいところで出ても，マークご

とに次第に遅れていくパターンで，結局34

艇中28位という結果だった。

このようなKELONIAが今年のパー

ルレースに出た目的の一つは，若手だけで、

出させて，彼等にレース経験を積ませ，自

信を持たせることだった。それが何が間違

ったのか，天が味方してくれたのか，並み

いる強豪を退けてクラス優勝してしまうな

んて..…．。

これで､またヨットをやめられなくなるメ

ンバーが増えることだろう。

さて，まえおきが大変長くなった。以下

は三好キャフ･テンの快走の記。

終始好天に恵まれ快適なレースでした。

安定した29Kt前後の南～西風が吹いたた

め，ほとんどラムライン上をアピームで帆

走できたので早いレース展開となりました〔
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第32回鳥羽パールレースを終えて

ここ数年，裏方に撤して来ましたが，つ

いに引っ張り出され，レース委員長の重責

を引き受けることになりました。2年前の

一風行方不明駁動，以来，この役を引き

糞ける人がなくなった様です。案の定，烏

羽海上保安部より6月26日付けで，9項目

の御注意を頂き，従米にはなかった無線機

搭載リスト作成となl)ました。又，昨年よ

り御前崎，‐ドlflにワッチを置き，緊急時へ

の対応に備えました。御注意のすべてを埋

め，レース内容の見直し，エントリーの締

切へと時がたち，エントリー数201艇で東

京の連絡会議を迎えました。本年は，帆走

指示書にレースの種別をカテゴリーAと明

記（何にも書いてなければAですが）し，

艇に対する広告表示が出来ないことをPR

しました。艇名の紛らわしいものについて

舟艇登繩1寺にチェック出来る機構が欲しい

と思います。又，昨年，問題となったCR

計測値のバラツキによる不公平をどうする

へは，東海支部，大矢計測委員長が昨年末，

全国計測委員会て問題提起され，その後

関東，東海両支部間て調整をはかった結果，

関東の尾田副計測委員長にレース前に来て

頂き，参加の多い艇種に限って

1．同一艇種て､同一仕様の場合は同一レー

ティングに訂正。

2．同一艇種て､仕様の違う場合は，仕様の

違うポイントから公平なRに訂正。

3．異艇種同一サイズて､明らかなR値に不

公平が認められる場合は計測データ再

認識あるいは再計測にて訂正。

という考え方て､望み，出艇申告時までに新

計測証書を発行して頂くことて繰解決するこ

とになりました。

それと,IOR･JORクラスでの異な

る艇種同士のレースを可能にする方法で従

レース委員長都築勝利
1

歩

来はTCF方式で､行って来たのを今年から

TA方式に変えることにし，それについて

の勉強も続きました。要するに今までの時

間比を時間差に変えて表すということです。

係数については，過去5年間のデータを分

析し,2360を採用しました。尚，本年より

IOR・JOR・IMSクラスて､､の乗員を

人数でなく，重量ということになり，これ

も出艇申告時に，重量オーバ－て乗員を減

らせず，再計測で､CRて鹸－艇移って頂き

ました。フィニッシュでの体重チェックを

行うと艇長会議で言いましたが，レース展

開の速さで今年は出来ませんでした。来年

は是非実施して頂きたいと思います。Aコ

ースはシビアに,Bコースは和気あいあい

て鹸行ったらいいと思います。Bコースはス

キーでいうなら初級コースて鹸すね。

さて，烏羽の泊地、受け入れは，実行委

員長の川端さんを'l'心に地元，市役所，漁

協旅館，浜辺浦のIII_lりに何度もお願いの

足を運んで頂きました。今年の大きな変更

点は，レース本部が望海楼から鳥羽グラン

ドホテルに移ったことてゞした。最初は心配

しましたが，結果的には一ケ所て繊出艇申告，

艇長会議前夜祭が行え，大成功だったと

思います。又，フィニッシュの方は，副委

員長の宮坂さんにお願いし，三崎マリンの

協力を取り付け，いよいよ当日を迎えまし

た。回航で､鳥羽へ届かなかった艇等があり，

最終エン|、リー185艇(AコースIOR･

JOR52"IMS16"Bコース

CR115艇オーフ･ン2挺）になり，最

高記録となりました。天気図は日本海に前

線が有り，少しずつ南下．南西風のl1頂風が

予想される中，艇長会議を過ぎ楽しい前夜

祭へと続き，その後，コミッティーの打ち

合わせと分刻みのスケジュールて鹸す。出艇

OFMHORf

申告を締め切った所でフィニッシュ担当の

宮坂さんは，三崎にたち，スタート担当の

山田さんは，明日の準備と'|荒ただし

〈・・・･

スタート当11,CRクラスの風速レンジ

をIIに決定，公式掲示板に貼りだし，本部

船へと向かいました。本年は，観覧船を本

部船にして参加艇もコミッティーも観覧の

方も見易い一石二鳥をillL､,まんまと成功

しました。コミッティーの位置が高く，と

ても見易く，少しリミットマークが速かっ

た感じが有りますが,Aコース,Bコース

とも明らかにリミット側が，距閏倣勺に有利

なのに本部船に各艇は集まって来ました。

リミットマークが見えないのか，観客への

サービスなのか，又，リコールも見易かっ

たですが・・・。Bコースのスタートが

少し混乱していましたが，まずまずのスタ

ートが両コースとも切れました。観寛船の

船長だけ力1宛力痛く，汗びっしょりになり

ました・・・・

記録づくめの今年は，南西の順風を受け

Aコース，ファーストフィニッシュはフ･リ

マ,7/2702時38分18秒,Bコース，フ

ァーストフイニッシユはテラジヤパン7/27

04時59分16秒と新識求て､､す。最終艇フイニ

ッシュ7/2715時35分02秒で昨年のファ

ーストフィニッシュの時間に終了というこ

とになりました。受け入れ側スタッフは準

備完了と同時に出航そのまま最終まで帰

れず,175艇のフイニッシュをチェック

ということになりました。10艇だけリタイ

ヤて､､した。

翌,2811,1I暇Ⅱに表彰式が，多数の参

加艇来賓の方に集まって頂き，なごやか

に三崎マリンて．行われました。成績表の見

直しを前llの夜から何III1もしましたが，計

算間違いが表彰式後，発見され，一部の賞

の渡し違いが起こり，大変ご迷惑をおかけ

しました。来年は一考必要だと思います。

第32IJ1を終わって思うことは，烏羽パー

ルレースこそがNORCで､あり，手づくり

ヨットレースの元祖て､あり，参加艇コミ

ッティーが，一体という感じです。今後，

300艇～500艇へと参加が増え，世界的なレ

ースに発展していくと思います。

この手作りのレースを盛り上げるには，

ルールを守り，ヨットの原点，自分の艇

自分の生命は自分て護ること，他人には迷

惑をかけない。これが守られれば，先程の

艇数は実現可能です。コミッティーも今後，

システムを考え，合理化単純化を目指し，

全員で世界一のヨットレースヘと発展させ

て行きましょう。

画



10OFFM"f

第肥回『鳥羽パールレース｣成績ロ

(CR)風向：sw 風速：20kt波高:3rn距離:150nf1991.07.26スタート時間：12時20分00秒

I|頂位着j|頂所要時間 修正時間オーブーー名 TA名 Rft艇 TYPE CLSAIL

６
４
４
９
１
５
１
４
０
１
５
３
８
７
４
０
０
８
２
９
６
２
６
９
１
３
１
３
３
８
５
６
２
４
９
５
７
１
０
５
５
８
６
２
３
０
１
２
７
８
７
０
５
３
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川島正通
荒木拡一
中村孝
林政幸
梯恭一

武部芳宣
安高知二
鈴木情夫
原田八良E

国分孝雄
猪狩光渭
赤井徳夫
山本詔治

梅沢勇
水川秀三
ﾉ｣、林良あき
向井豊
杉村直樹

石黒徳衛
竹内保史
磯部良男

鈴木克精
清ﾉIIIg
桑原孝雄

嘉悦克
竹内聡一
薮田鈍二
岩田禎夫
壁谷辰己

渡辺孝志
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堀内邦あき
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杉田泰一

浜村尊司
勝呂‘忠
飯島俊彦
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中村靖憲
水沼昇
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鈴木礼＝
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貫罠沢暮
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飯島征四郎
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高作
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艇 名SAIL オーブーー名 河f要時間TYPE 修正時間 着順 ﾉl頂位戸I
しし Rft TA

８
２
８
０
１
１
４
６
３
７
０
１
５
０
５
８
４
０

２
９
９
１
９
１
０
７
９
５
８
２
１
８
３
５
９
１

６
５
８
６
９
６
０
３
３
７
５
６
１
３
７
６
９
９

４
３
３
３
２
４
４
４
３
３
１
４
１
１
２
２
３

新井明
佐藤文あき
飛鳥あきら
増田順一
鈴木英夫
魚地正俊
荻須丈一

鬼頭裕幸
卯田責
加藤亨
田中秀明
牧野秀明
吉田修
山崎禾U治
伊坂
/j､林1閏一
丹羽

山本禾口秀

ン

ア
京
３
イ
ラ

一
二
東
一
夕
リ

ナ
ス
ル
ソ
タ
レ
２
↓
〈
ヤ
ユ
｜
グ
ス

ヤ
イ
ラ
ト
プ
ス
フ
僧
エ
イ
イ
シ
ン
ン

レ
〈
オ
ー
リ
イ
ラ
コ
穂
小
粒
リ
テ
テ
エ
ッ
ヤ
ャ

Ｚ
Ｚ
－
タ
カ
マ
パ
ポ
瑞
風
粒
ア
ス
テ
桜
モ
シ
チ

00．23：21’54

01．00：01，12

01．01：04，20

00．20：58’50

00．22：52，52

01．01：13’52

00．22：48，53

01．00：04’18

01．02：08’15

01．00：13，36

01．01：12’44

01．03：1502

６
８
０
０
８
８
７
２
５
４
４
２

’
１
４
１
３
３
’
４
１
２
４
０

〃
β
，
分
り
〃
ガ
ザ
〃
分
，
〃

３
１
０
１
４
８
１
５
９
６
２
５

－
－
５
４
３
２
２
１
’
－
０
０

１
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１

’
－
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
５
２
Ｅ
Ｃ

５
０
３
７
１
４
０
３
４
９
４

３
３
Ａ
３
３
３
３
３
３
２
８
２
３

Ｔ
Ｖ
Ｍ
Ｂ
Ｂ
９
Ｍ
Ｍ
Ｋ
Ｌ
Ｖ
７
３
Ｋ
Ｍ

Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｉ
９
Ａ
Ａ
Ｏ
Ｈ
Ｄ
３
ｌ
Ｏ
Ａ

Ｂ
Ｅ
Ｙ
Ｍ
Ｇ
Ｘ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｙ
Ｙ

２
２
３
１
１
３
１
２
３
２
２
３
１
１
３
２
２
２

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

６
１
２
０
３
７
６
４
１
４
４
８
１
５
５
２
０
１

８
０
２
２
６
１
５
８
３
８
０
２
６
６
１
９
９
０

５
６
６
５
５
６
５
５
６
５
６
６
５
５
６
５
５
６

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
４
５
２
４
７
０
６
８
９
６
９

９
９
０
４
８
０
８
９
０
９
０
０

１
１
１
１
１

８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

(IOR/JOR)風向：sw風速二20kt波高:31n距離:180R41991.07.26スタート時間：12時0000秒

艇SA］L 名 オーブーー名 所要時間 修正時間TYPE CI 着順 11頂位Rft TA

７
１
３
３
８
３
７
７
３
２
４
２
８
７
８
６
０
１
７
０
０
１
５
７
４
１
２
５
４
２
９
５
７
０
８
０
０
９
２
２
５
５
５
０
１
５
１
３
５
２
９
６

３
１
３
０
２
０
７
２
３
８
１
０
８
３
２
０
９
２
０
１
３
０
１
８
９
４
０
２
１
８
５
０
７
６
１
４
２
３
７
０
６
６
３
０
０
５
２
３
９
１
７
０

７
２
０
８
２
１
１
８
３
１
４
０
８
５
１
６
２
７
６
２
１
０
５
３
４
８
３
８
７
２
６
７
６
６
２
１
３
８
２
１
９
７
３
６
９
３
５
３
２
１
３
３

３
２
４
３
３
３
４
３
２
２
３
３
３
３
４
３
３
３
３
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
１
３
２
３
４
０
４
３
４
４
３
２
３
３
３
３
３
３
２
４
３

４

，
『
津
津

笠原文禾ロ
古川浩二
後藤裕
川口正敏
伊藤彰男
佐藤美糸己
竹内増
山本秀糸己
山田東吾

大谷正彦
弁上一典
蒲谷和行
二宮宏光
小田亨子
岡本通
山田隆
千葉育夫
藤田正史
植松由重
渡辺行彦
土手秀三
朝河溝
杉山好宏
小板橋博行
岸本忠平
掘田禾口正
長谷ﾉ11隆刃

能条秀夫
高橋真明
吉村茂
杉本幸夫
杉山直行
藤野真子
清田博
石田禾口久

柴田邦敏
合田耕平
永田敬二
石渡一夫
長谷ﾉll冨延
佐々木義隆

吉田節美
古川保夫
小林義彦
新堀武骸
武部喜一

＝村昭治
久保田茂
佐藤二次
藤本達雄
高橋信博
硲俊弘

Ａ
４
Ｌ

Ｙ
ｖ
Ｅ

Ａ
Ｕ
ム
Ｓ
Ｅ
Ｉ

８
Ｂ
宜
一
Ｅ
Ｍ
Ｃ

ン
Ｃ
ト
，
Ａ
Ｉ
｜
ル

’
○
Ｎ
Ａ
ｘ
ユ
Ｉ
Ｂ
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｎ
ク

リ
Ｎ
Ａ
Ｔ
７
Ｅ
ン
Ｈ
Ｅ
５
｜
プ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
ン

グ
ー
Ｃ
ｓ
ア
ｖ
○
ア
ャ
Ｐ
Ｂ
Ｌ
リ
｜
Ｒ
師
Ｆ
エ
ー
ト
ア
ュ

タ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
フ
ザ
ミ
○
Ｇ
－
一
ジ
Ｌ
○
Ｌ
主
Ｙ
朗
ア
ロ
Ｒ
法
工
ム
Ｓ
Ｃ
ス
イ
ジ

ン
Ａ
Ｒ
Ｉ
ル
ジ
ル
亘
○
ロ
イ
Ｙ
Ｈ
Ｉ
坊
○
太
エ
ネ
Ａ
寸
Ａ
ル
Ａ
Ｒ
ヤ
ラ
ー

サ
Ｃ
Ａ
Ｓ
ア
ア
ナ
Ｃ
Ｔ
ケ
エ
Ｓ
Ｐ
ｗ
海
Ｂ
海
フ
ペ
Ｃ
ｌ
Ｈ
ベ
Ｂ
Ａ
ジ
ト
ル

00．22：27’17

00．18：58’51

00．19：08，33

00．19：14’49

00．23：03，08

00．23：05，03

00．23：07，05

00．23：09，29

00．18：22’18

00．22：32，33

00．23：13’04

00．22：21，18

00．23：01，50

00．19：55，44

00．22：29’16

00．20：04，01

00．18：53，22

00．23：01，30

00．23：01，49

00．19：37’43

00．23：13’37

00．22：32，37

00．23：11，20

01．00：47，38

01．00：14，46

00．23§04，36

00．23：02’38

01．00：07，48

01．00§20’17

00．19：54，50

01．00：46’14

00．21：09，58

01．00：42’55

00．21：09’23

01．01§05，12

00．14：38’18

00．19：06，50

01．00：35，43

00．22：21’45

00．22：26，04

00．22：26’25

00．22：59’30

00．22：28，04

00．22：24，01

00．23：02’11

00．22：44’11

00．22：27’40

01．03：37’03

01．01：02’21

00．22：58，33

０
０
０
Ｒ
Ｓ
４
Ｓ
４
Ｓ
Ｏ
４
０
５
Ｎ
Ｒ
Ｒ
Ｎ
４
０
Ｒ
Ｎ
２
０
０
２
Ｒ
Ｓ

３
９
４
４
２
０
２
０
４
３
２
，
／
０
４
‐
／
４
５
１
４
３
４
３
４
８
０
３
４
０
１
４
３
０
１
０
８
５
３
４
４
４
０
２
４
１
１
８
５
０
０

－
３
Ｒ
ｌ
３
３
３
３
－
３
３
３
３
ｌ
３
Ｒ
４
３
３
４
３
－
ノ
ノ
２
３
３
３
３
３
’
４
３
３
６
３
－
－
３
４
４
４
３
３
４
３
３

Ｋ
Ｒ
Ｒ
Ｋ
Ｋ
Ｍ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｒ
Ｋ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｇ
Ｖ
Ｒ
Ｍ
Ｋ
３
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｈ
Ｍ
Ｋ
Ｖ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
１
Ｋ
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｋ
３
Ｍ
Ｋ
Ｋ
Ｍ
Ｅ
Ｋ
Ｋ

Ａ
Ａ
Ａ
Ｏ
Ｏ
Ａ
Ｏ
Ｏ
Ａ
Ｏ
Ｏ
Ａ
Ｏ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｏ
ｌ
０
Ｏ
Ｏ
Ｉ
Ａ
Ｏ
Ａ
Ａ
Ｏ
Ｏ
’
０
／
〃
Ｒ
Ｏ
Ａ
ノ
ノ
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ａ
３
／
Ｏ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｏ

Ｔ
Ｆ
Ｆ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｔ
Ｙ
Ｙ
Ｆ
Ｙ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｓ
Ｄ
Ｆ
Ｙ
Ｙ
Ｘ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｋ
Ｙ
Ｙ
Ｄ
Ｔ
Ｙ
Ｙ
Ｘ
Ｙ
Ｎ
Ｆ
Ｈ
Ｆ
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｆ
Ｔ
Ｊ
Ｎ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｆ
Ｙ
Ｙ

５
２
２
２
５
５
５
５
１
４
５
４
４
２
４
２
１
４
４
１
４
４
４
５
５
４
４
５
５
１
５
２
５
２
５
１
１
４
ワ
〕
２
２
３
２
２
２
２
２
５
３
１
４
４

２
４
３
４
５
０
６
８
８
２
６
５
３
９
７
２
７
６
０
０
６
３
７
８
１
２
８
４
８
３
２
６
８
５
６
５
３
８
３
５
７
４
９
６
９
８
７
７
９
７
８
７

０
５
６
０
９
９
８
８
２
１
８
５
２
５
５
６
０
３
５
６
３
９
５
５
６
９
０
９
７
０
３
５
６
９
７
７
９
５
６
４
５
７
４
３
９
７
３
３
２
６
２
４

２
０
０
１
２
２
２
２
５
４
２
４
３
０
４
０
５
４
４
３
４
５
４
１
２
４
５
２
２
４
２
０
２
０
２
９
０
４
０
０
０
９
１
２
０
２
１
２
８
６
３
３

２
３
３
３
２
２
２
２
３
２
２
２
２
３
２
３
３
２
２
３
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
２
３
２
３
２
６
４
２
３
３
３
２
３
３
３
３
３
２
２
３
２
２

９
０
４
６
６
２
６
４
３
５
６
３
７
７
１
５
５
２
８
１
２
５
１
０
３
８
２
７
５
６
５
９
６
２
７
６
９
０
４
７
８
８
６
９
９
２
４
０
７
７
１
１

●
Ｂ
ｇ
ｅ
●
■
●
●
■
■
■
叩
■
●
■
■
●
■
■
■
●
■
■
■
■
■
●
●
●
毎
■
■
■
■
凸
●
■
■
■
●
Ｐ
Ｃ
●
Ｐ
●
●
●
今
■
■
■
巳

０
５
４
１
０
１
１
１
５
８
１
４
７
４
４
４
６
６
４
５
６
１
４
６
４
０
９
０
２
２
７
４
３
２
２
０
６
４
４
５
４
０
８
２
１
０
９
７
１
７
７
５

２
４
４
４
１
１
１
１
１
９
１
９
０
４
９
４
１
９
９
２
９
８
９
２
１
９
８
１
１
２
１
４
１
４
１
８
９
４
４
４
５
３
３
４
３
３
１
６
０
０
０

２
１
１
１
２
２
２
２
１
１
２
１
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
１
１
２
２
１
２
１
２
１
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１
１
２
２

０
０
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
２
７
２
５
３
７
０
９
７
６
３
３
８
６
３
９
１
６
８
８
４
０
３
８
０
４
５
３
０
８
４
５
５
９
４
１
０
９
２
４
４
４
５
２
５
４
７
４
３

３
４
１
０
１
３
１
２
１
５
１
２
５
３
５
３
４
０
２
１
０
１
０
３
４
２
５
３
５
１
３
１
１
４
０
３
１
４
２
０
５
１
２
２
２
３
０
０
１
２

〃
Ｂ
ｊ
ｊ
サ
ガ
■
ｒ
，
ｐ
Ｊ
Ｊ
ｐ
Ｊ
Ｊ
ｐ
９
Ｊ
ｐ
９
ｐ
９
９
９
９
９
Ｆ
，
Ｆ
Ｊ
Ｊ
Ｆ
Ｊ
，
ｐ
，
，
，
，
夕
〃
〃
ｐ
〃
〃
，
，
日
夕
１

４
３
５
０
１
１
２
５
６
６
８
８
８
１
６
０
３
３
７
２
５
８
９
９
１
２
４
５
２
７
３
５
２
２
７
６
６
３
８
９
１
７
２
５
６
３
６
６
７
５

２
４
５
１
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
５
０
１
１
２
２
２
２
２
３
３
３
３
４
４
５
５
０
０
２
３
４
５
０
０
１
２
３
４
５
１
１
４
５
３

■
●
■
■
■
■
旬
●
●
。
●
甲
②
。
□
●
●
口
●
ロ
ロ
。
●
ｅ
ｃ
ｅ
Ｃ
年
①
●
◆
ｃ
ｃ
◆
Ｃ
ｅ
①
■
旬
●
申
●
ｃ
ｅ
ｅ
ｅ
ｃ
●
■
岨
●
』
■
●
■
■
■
■
ｃ
ｃ
■
■
叩
■
■
■
ｂ
ｅ
。
■
■
●
■
●
■
●
口
●
■
■
■
●
■
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■
■
●
■
●
■
。

１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
７

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

９
４
６
７
３
５
６
７
２
３
９
４
０
０
２
１
３
８
９
８
０
４
８
７
２
４
２
１
３
Ｑ
〕
６
３
５
２
９
１
５
４
５
ワ
ー
８
↓
１
１
６
１
５
０
０
８
６

１

３
３
３
３
２
３
１
３
１
２
１
２
２
４
２
３
４
４
３
ｑ
）
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１
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２
２
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３
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４
４
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１
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１
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１
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４
４
３
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１
４
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３
４
３

稲葉文貝リ
斎藤昇
木村眞章
金田直己
ﾈ申部静江
岡田興一
山本房生
佐藤奉一郎
加藤忠男
清水栄太郎
内海哲

掘ロ三傭
砂田信一

久保田浩
石原慎太郎
平田克己
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ポ
コ
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ノ
ク
光
ミ

00．17：35’42

00．23：02’27

00．22：30’44
00．17：39’26

00．19：43’41

00．20：37，29
00．22：59’10

00．23：03’36

00．21：10，47

01．00：25，20

00．22：39，15

01．01：12，55
00．19：46，12

00．22：50，00
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９
６
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１
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２
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２
２
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Ｏ
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Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
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０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
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０
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０
０
０
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０
０
０
０
０
０
０
０
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０
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０
０
０
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０
０
０
０
０
０
０
０
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０
０
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６
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９
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６
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６

５
６
６
５
５
６
６
６
６
６
６
６
５
６
５
６

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
７
２
Ｑ
〕
５
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２
６
３
８
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９

１
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１
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１
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４
５
６
７
‘
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１
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４

１
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１
１

C○NTESSJkX

弧征ARTHA

(オーブンクラス）

艇 名SAIL オーナー名 所要時間TYPE 修正時間CL =IIE jI頂位Rft TA

０
７
６
０
２
４
４
４
F○LL○W孤肛E

MERMAIDPRINCESS

サックヴィル・カリー

鳥居照夫
７
７
２
２
Ｆ
Ｆ
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特別座談会

｢インショアレース愛好家おおいに語る」

日時：1991年7月4日18:30～20:30

場所:NORC会議室

出席者（敬称略）

小沢美弘（関東支部帆走委員長）

千葉育夫（海太朗オーナー）

五十井進（ブルーノートオーナー）

石渡一夫（プロパガンダオーナー）

蒲谷和行（シルフイードオーナー）

沼田尚文（サエラオーナー）

青山恒昌（一乗オーナー）

識可清（オフショア編集長）

数々のオフショアレースに参加の経験を

お持ちの各位に集まっていただき，前号，

前々号の2号に渡り「オフショアレースに

将来はあるのか」と題し，特別座談会を設

けました。

今回は，インショアレース愛好家に集ま

っていただき，低迷しているオフショアレ

ースに関する意見を交えながら，ジャパン

カップを中心とする，今後のNORCのレ

ース展望について，おおいに語っていただ

くことにしました。なお，司会は関東支部

帆走委員長，小沢美弘氏です。

朝河

小沢

今日は皆様多忙中のところ，お集ま

りいただきありがとうございます。

前回は近年低迷を余儀なくされてい

る，ロンク､オフショアレースに関し

て，関係各位にお集ま')いただきい

ろいろとお話しを伺いました。

今回は皆様インシヨアレース愛

好家という視点から，オフショアレ

ースを含めてのご意見を．ジャパン

カッフ。を含めてのご意見を，ジ､ヤパ

ンカッフ。などに絡めてお聞きしたい

と思います。司会の小沢さん，よろ

しくお願いいたします。

みなさんよろしくお願いいたします。

まず，インショアレース愛好家とい

う立場から見た場合の，オフショア

レースの意味のあいみたいなものが

ありましたらお聞かせください。

千葉：レースというひとつの目標のなかで，

オフショアレースの腕を磨くという

ことは，ヨットに乗っている以上必

要なことじゃないかなという感じは

－
ｰー

#渉

患錨聯

懸錘

睾琴

宇吋品七

： 鐘.ェ．､斜評議壷室:-“
‐麹琴蓉了:鳥＝､.､驚き罰晶．､吟

一戦錆で．-…》ず鳶鐸や…
品･令匹…塗氏名蛤品鐸F

去年のジャパンカッブより（写真/市川和彦）

します。だから，例えばフリートレ

ースはオリンピックを5本なり6本

やってということでいいかも知れ恋

いが，ジャパンカッフ。では，やはり

オフショアを一本入れるべきじゃな

いかな。

だからレースによって二つに別れ

ればいいんて、すよ。

小沢：千葉さんのところはインショア用に

メインセールを持っていますか

千葉：僕のところは，分けておりません。

石渡：私のところは持っています。

(司会者が他の出席者に聞いてほとんどの

艇が持っていないのをﾛ薩忍）

小沢：まだそこまて騨皆さん，極端にインシ

ョアということにはなっていないの

ですね。

石渡:IORて、インショア，オフショアを

完全に分けた形を取ったなら，イン

ショアでは艇のポテンシャルとクル

ーの力によって勝敗が決まってくる。

練習もしっかりやっていれば必ず勝

てるということになる。ところが，

オフショアがそこに入ってくれば，

どんて鹸ん返しというか，当たり外れ

ということも出てくる。潮を読み違

えたりということもあるし，気象条

件にも影響される。艇のポテンシヘ
ルだけでは順位は出て来ない。ジャ

パンカッフ。は結果を見ても分かるよ

うに，新艇で外人選手を大勢連れて

来たとしても，必ず勝つとは限らな

い。まだ3年4年経った船でも優勝

できる可能|生が十分にある。特にオ

フショアは1.5倍？2倍ですか？の

得点が稼げるわけですからね。

逆に言えば，いつも新艇を作っ

て外人選手を連れて来てレースに望

むような人からすれば，オフショア

が組まれているレースはばからしい

ということになる。要はジヤパンカ

ッフ。をIORレースのどの辺のレベ

ルまて突き詰めるかということでし

ょう。島回りは，夜間走らねばなら



ないことながらして，技術を養える

レースだから残して行くべきだとい

う意見の人もいれば,IORはF－

lなんだから，いつも新艇て､勝負を

かけたいという人もいる。NORC

としては，どこで線を引くか，位置

付けをはっきりすべきでしょう。そ

うしてもらえれば，こちらもどのよ

うにレースに対して準備してよいか

はっきりて､､きてよいのですが…。去

年のジャパンカッフ･の最終レースは

短かったけれど…。コースが長かっ

たり，短かったりというのて､､はポリ

シーに欠ける。

沼田：去年のジャパンカッフ･は，インショ

アが4本あって，そのうち1本が長

いインショアて､､したが…。

小沢：長いインショアとはどの程度のコー

スを指すのて．しよう。

千葉：いずれにしても，どこかの烏なり浮

標を|川らないと長いコースは取れな

へぃ。

小沢：外国で､も長いインショアというと島
なりブイを呵る。

石渡：単純に足し算をして長さを決めるの

て繍はなく，アドミなどで､は，いろい

ろ葱ブイを回させて，コースに変化

をつけている。当然そこで､は技術の

差が出てくる。三角にこだわる必要

はないが，こういった工夫は必要だ。

初島一本じゃ単純すぎる。

五十井：地形をうまく利用しても良いわけ

13

で､すよね。

蒲谷：シリーズのI-|1にインショアとオフシ

ョアとがあって意外|生も考えられる、

そのなかで､ポイントをうまく嫁いてﾞ

いくということが小型艇にはある。

インショアだけて､､，確かに技術の戦

いということも分かりまずが，それ

て､､はやはI)小型艇が勝つということ

は難しい。ただ，レーティングとい

うものがあるのだからそれはそれてﾞ

構わないが，加えて外洋のレースも

あって，総合的に判断するという二

つの要素があって良いのではないか。

千葉：年々TCFは小型艇有利になってい

るのでは。

小沢：いろいろな計算式があって，現在T

CFを動かしているのは事実て､す。

五十井：去年のジヤパンカッフ･て’も3位4

位はスリークォーターでしょう。

沼田：レベルレース化の傾向になっていっ

たら，現在のクラス分けは問題にな

ってくるで､しよう。

千葉：でも，ジャパンカッフ。は国際レース

に向かう大きなステップ･になるレー

スだと自分て､､は思っている。だから

そこで､は，大型も小型も優秀な船が

集まらなくてはならない。

だからこそ，オリンピック5本

てや終わりて､は外国へ向かうステップ｡

にはならないのです。国際レースで、

は，どこで､も必ず1本はロングが含

まれているのだから。

0FFMME

小沢：その長いレースの場合の距離の問題，

それとTCFの問題がH1!ました。

TCFについては，従来のタイ

ム・オン・タイム方式から，今年の

フリート対抗て､､はタイム・ディスタ

ンスに変えましたが，その辺のご意

見をお聞かせください。

千葉：それは，どんな船でもイーブンにな

るようなものであれば良いに決まっ

ているか。

小沢：これは難しい問題で，例えば上りに

強い船があれば，下りに強い船もあ

る。風が強ければワン|､ン以上でな

ければどうしても勝てないとか，逆

に風によっては小型艇有利になった

りで，いつもまったくのイーブンと

いうことは難しい。

沼田：ただ傾向としてレベルレース化は

しなので､すよね。

小沢：はっきり言えませんが，個人的に感

じることとしては，今後IORの行

く道としてはレベルレースに動いて

行く気がします。そのなかで，総合

成績というものをどのような形で決

めて行くのかということになります。

今度のアドミで､は，国対抗では

50フッター,2トン,1トンという

組み合わせに決まっていますが，こ

れなどを見ると,IORはレベルレ

ース化を歩まざるを得ないのて鹸はと

いう見方ができるのです。

逆にケンウッドではIMSを取
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ム・デイスタンスに掛ける係数が大

型艇有利なのではといった話がでた

りしたのですが，実際これからタ

イム・ディスタンスを採用して行く

となると，この辺の問題が残りそう

ですが。

千葉：ただNORC自体がもうIORを

できるだけ隅に追いやり,IMSを

主流にと考えているのか，それとも

IORはIORでやらせるんだとい

うことなのかどうか,IORはIO

Rでと言うのであれば，従来通りや

らせればよいではないか。今やIO

Rに乗っている奴は人じゃないみた

いな言い方する人がいるけど，そう

じゃないて､しよう。

去年のジャパンカッフ｡ではIMS

クラスは参加がなくて成立しなかっ

た。ということは今年が第1回目に

なるわけて､しよう。そのような実績

のないクラスと，これまでジャパン

カッフ｡を支えて来たIORと,1~
RCでは，どちらを優先するのです

かと言いたい。IORはもういいと

おっしゃるなら，皆て、脱退してお金

出し合って，独自で選手権大会をや

りますよ，そのほうがおもしろいの。

その辺NORCには気付いていた
ナダ当ナ芦I，
ノーごノー略o

青山：そのような論理で行ったとして，今

年のジャパンカッフ｡をどうするか，

僕のアイディアで行えるとしたら，

IMSポートはオリンピックをなし

にして，毎日島回りにしますよ。

小沢:H本で一番アクティブにレースをし

てくれているのはIORの皆さんてﾞ

す。関東支部の帆走委員長としての

五十毒
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鍵蕊議謹議

蒲谷氏（左）と青山氏（右）

り入れて参加艇数を増やして行こう，

という形を取っています。

ここて、,TCF,タイム，ディ

スタンスの話をしたいのですが。

朝河：ジャパンカッフ･では使うのですか。

石渡：多分使うのでは，という話を私は聞

いています。ジャパンカッフ。の運営

の方々に言いたいことは，このよう

な参加者にとってはとても重要なこ

とは，早めに告知してもらいたいと

いうことです。タイム・ディスタン

スに変わるのなら，それに合わせた

艇の改造なり，新艇の購入なりを参

加するオーナーは考えます。10月の

気象条件なども考えて，微風に合わ

せたら良いのか，その逆はどうかな

ど，修正係数にあわせて今からレー

スの作戦を研究しなければなりませ

ん。

ケンウッドなど，次のレースに関

するこういったインフォメーション

はすでに出されており，十分な準備

期間を参加者に与えているわけです。

今年のジャパンカッフ。で，いきな

りこの方式て鹸やりますと言われても，

参加者は困ります。去年のレースが

終わってからこれまで､，何の説明会

もありません。少なくとも8カ月前

までには知らせて欲しいものです。

オーナーたちは勝とうと思って出場

するのですから。

小沢：私としても，フリート赤航で､いきな

りタイム・ディスタンスを使ったの

は不本意だったので､すが，技術委員

会からの要望だったので受け入れた

わけで，方式の説明が不十分だった

ことは申し訳ないと思っています。

私が危'具しているのは，もしこれか

らタイム・ディスタンスをジャパン

カッフ。に採用した場合，フリート対

抗に続いていきなりな形になってし

まうのて､､，それまで，いろいろにレ

ーテイングを下げる努力をされてい

たオーナーのなかから，嫌気をさし

てレースから遠ざかってしまう人が

出やしなかといったことなのて、すが。

石渡：今，採用になるかどうかが分からな

いから困ってしまいますね。

小沢：私としては，ちゃんとできれば，タ

イム・ディスタンスは良いと思うの

です。距離を入れた方がタイム．オ

ン・タイムより良いというのが大方

の意見で､す。ただし，これは，スキ

ヤンジ・キャップ。やIMSなどには

適当だが,IORには向かないので

は，という感じも個人的な意見とし

てあります。その辺何かご意見が

ありましたらお聞かせ願いたいので

すが。

沼田：まず，フリート弥航に出られた方の

感想を聞いてはどうか。

蒲谷：僕はあまりその辺のことにはこだわ

らず，主催者側からタイム．ディス

タンスでやりますと言われたので，

それに従って何の疑問も持たずにレ

ースにて醸ただけです。聞いた話て騨は

大型艇有利だとか言われていました

が，それは仕方がないと割り切って

走りました。

小沢：フリート対抗が終わった時，タイ
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立場からも，これまて、日本のレース

を支えて来てくれたIORをどうし

たら救えるのかというのが意見で､す

よ。それが，修正の計算式などがこ

れから変わって行ったとしたら，ど

うなるのかなということです。

千葉：だから,IORとIMSと別々に｢1

本選手権をやったらいいんだ。それ

を一緒にするから無理が生じる。

小沢：この問題はひとまず区切るとして，

ジャパンカッフ･の泊地の問題につい

て，お願いします。

小沢：この前，関西の人とあったら何て浜

名湖て叡やらないんだと言っていた。

関東と関西の真ん中で､しよ，ここは。

青山：場所は重要て、す。人が集まるファク

ターが大切です。華やかさがあると

かね。その意味においては，三崎は

便利は良いかも知れないが，華がな

い。外国だとハワイとかレジャー環

境が整ったところが多いて．しよう。

へ兄：本部委員会に開催地に関して，何か

要望書を皆さんが出したと聞きまし

たが。

石渡：以前は熱海て領開催していましたが，

ここ2年間は三崎に変更となり，そ

こて泊地の問題とかがいろいろと出

て来ました。それなのに，去年大会

が終わった後これまて､，参加した人

達から意見を聞く場というものを設

けてくれずに，今年も運営サイドだ

けの意見で，去年とまったく同じ形

て、やろうとしています。

最近ワントン・オーナーズクラブ

でパーティをやった時に，この話題

が出て，熱海の時は良かったな，と

青山氏（左）と沼田氏（右）
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いう話に態りました。そこで，関西

のワントンの人達にも聞いてみます

と，やはり同じ意見で､した。加えて

2トンの方々からも賛同を得ました。

出る船のほとんど力溺晦を希望して

いるのに，今年も運営本部だけで決

めようとしていますのて､､，大多数の

出る側の意見はこうなんだというこ

とを理解していただくことが必要で

はないのかと思ったのて､す。

なぜ熱海が良いかは，まず泊地が

公平だということ，去年のように泊

地の条件がばらばらで､はありません。

一同に集まれるので，観光客などに

もアピールできます。また，三崎と

比べて謝毎は交通の便が良く，宿泊

施設も整っています。

蒲谷：個人的なことを言わせていただけれ

ば，ホームポートがシーポニアなの

で，地の利から言って三崎が良い。

でも，開催地を固定することはない

と思います。去年は泊地によっては

練習に出られないところもありまし

たので，本当なら皆さん同じ泊地に

集まるのがよいので､はと思います。

きちっと公平な場所て譲行えるのて､､あ

れば，私はどこで､も良いと思います。

千葉：去年アクシデン|､があって，仕方な

くあのような泊地になってしまった。

ところが，今年もまったく同じよう

にやろうとしている。これはナンセ

ンスて､､す。

シーポニアに帰れる船もいれば，

沖掛かりの船もいるで､は公平じゃな

いで､すよ。去年のアクシデントは急

で時間がなかったので､すから仕方な

0F応"欧f

いにしても，ビうして今年もまった

く去年と同じようにやろうとするの

か不思議て叡しょうがない。

沼田：去年，泊地の問題が生じた時に，ど

うせ近くて､やるのだから問題はない

し，少して’も泊地の整理に役立つと

思って，レース終了ごとにホームポ

ートに帰してくれとの要望書を出し

たのですが，叱られてしまった。

石渡：近くだからといって，葉山や逗子の

人達はホームポートに帰れるとなる

と，私のところみたいに遠くから来

ている船は不公平になります。やは

り均一の条件て､､ということて叡しよう。

千葉：古くからの仲間内だけて鹸やる意識が

感じられる。1轆卜かりの船唾ど水洗

いもて､､きない，セールの出し入れは

大変だし，参加する人のことを考え

てくれていない。

石渡:1トン,2トンのセールなど，とて

もテンダーで､は運べませんよね。こ

れが国際レースとして伸びて行こう

とするジャパンカッフ。の姿なんです

か？

小沢：熱海の時問題になったのは，台風が

来て船が壊れたらどうするかという

ことだった。修理する場所がないと

外人から言われたし，こんなのはハ

ーバーじゃないと叱られもした。

石渡：今て､は，後楽園の奥に逃げられる。

小沢：昔は工事中で､だめだったし，本船が

避難してきたらどうしようかという

こともあった。

石渡：台風が来て船がて、られないというこ

とは，油壺だって|司じことで､しよう。

青山：熱海だったら，岸壁で選手同士談笑

司会の小沢氏

二
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くれる場があるのかということだ。

今'Ⅲ'の要望書にしても，この土壇場

に来て我々の意見を聞いて修正して

くれるかと言ったら，恐らくしてく

れないでしょう。

石渡：今l'il答待ちですけど。

小沢：今，三崎にしてもいろいろな問題を

抱えている。ただ，去年も出米たと

いうことて､､，運営側からすればジャ

パンカッフ･はやらねばならないので

すから，今考えるにここし力候補地

はないのです。さみしい話て､､すが。

石渡：熱海ならすぐ動けますよ。地元では

すぐにて､､も出来ると言っている。

五十井：江の島で､はできないものか。

小沢：以前，小沢吉太郎さんが生きていた

ころ江の島ウイークの一環でやるん

だったら場所を空けると言われてい

た。場所的に参加艇は全部おけます

から。

千葉：江の島で出来たらいいですよ。すご

い ｡へ

小沢：もっともヨットクラプの人たちに伽

力していただかないとなりませんけ

ど。

五十井：海岸が近くにあって，一般の人も

陸から眺められる。岸よりにマー

クを打って，やればいいんだも

小沢：今となっては，現実的な話て､､はな〈

なくなってしまったけど。江の島ウ

イークがもっとしっかりしていた頃

の話て､､すから。

千葉：だから,IORポートを持っている

オーナーたちが集まって,IOR協

会か何か作って，それで､日本選手権

をやるという形を取ったほうがいい。

絶対そのほうがおもしろい。

五十井：そう，広報なんかをしっかりと決

めてね。 へ

石渡：今1111の要望書も,HI!たきっかけは，

独自て開いた1ﾄﾝのｵｰﾅｰズパ

ーテイからですよ。その話のなかか

らはジヤパンカッフ･の時にlトンカ

ッフ。を皆て､､やろうかという極論も出

ていましたからね。もしジャパンカ

ッフ･で1トンが抜けたら，ホ||当つま

らないレースになってしまうでしょ

う。2杯か3杯で沖縄レースに出て，

勝った負けたといってもつまらない。

それと一緒で，やはり皆，大勢でレ

ースしたいでしょう。

小沢:11､ンがl:l'!なかったら千葉さん力喜

ぶ（笑)。

千葉：いや，そんなことはない。皆勝ちた

いからレースをやっているのだから，

て､､きますね。三崎だと分散されてし

まうからて願きない。

小沢：それを,ABYCと三崎マリンて､や

ろうということだったはずですが。

五十井：ジャパンカッフ。も今年てゞ 91i'1目を

迎えます。最初熱海て諌やって，例

えば交通費が高くつくとか，それ

なりにクレームもあったわけです。

そうしたクレームを踏まえて，問

題の解決のため場所を三崎に移す

のなら良い。しかし，熱海て､､何年

間かやって，積み重ねて来たノウ

ハウを次の場所て，反映させるとい

うことがまったくない。これはこ

うで，こうだから，場所をこちら

へ移すというものがないのですよ。

一同：そうだ，そのとうり。

青山：熱海から三崎に移った理由は何て､す

か。僕が承っているのは，マークフﾞ

イを打ちにくいことや，風が北以外

は使えないということなどて､すけど。

小沢：マークブイを打つ苦労はありました。

打ったブイを漁師がみんな持って行

ってしまうのです。8個中6個持っ

て行かれました。いろいろな試行錯

誤を繰り返しているなかで，それな

りにアイディアは出ていました。で

も，とにか<600mもの深さにブイ

を打つのは大変。だから浅いところ

へ行こうということになった。

石渡：大変でも年1回の作業じゃないて､､す

か。

青山：固定ブイを打てば良いのて､､は。ジャ

パンカッフ。の反省会は毎年やってい

るのでしょう。この辺の問題は出な

いのですか。

千葉：でもそれは運営側の反省会て需あって，

千葉氏．

参加する側が含まれていない。だか

ら，意見が図I兜されない。

小沢：その年のジャパンカッフ｡をどのよう

に行うかという検討会の時は，参加

者のご意見は聞いていないのですか。

青山：それで､はまずいというのて､､，先ll意

兄を述べた。そして,lul答をもらっ

ている。

小沢：て、は，一歩前進なわけで､すね

千葉：いまオフショアレースに参加艇が少

なくなって，伝統のレースが成立し

なくなっている。そんな今,NOR

Cのメインレースと言ったら何？メ

ルボルン大阪のようなレースです

か？

小沢：ちがうで､しよう

千葉：だったら，そのなかでジャパンカッ

フ｡の位置付けは？結局参加する人は

いるからレースが成立するのて､､しよ

う。もしジャパンカッフ。やめたとい

うことになったら，残るレースは

何？

小沢：何もない。

千葉：皆でNORCをやめてJYAへ行こ

うということになったらどうします

か。

小沢：例えば|､ンクラスがそっくりJYA

にｲjって，トン協会を認めてくださ

いといったら，あちらはたぶん承認

するて、しよう。

千葉：何もそうしたいと言うわけて､､はない。

ぼくが言いたいのは，そのような議

論が川Iてくる背景には，ジャパンカ

ッフ。のようないわゆるメインレース

さえが，公平なレースをしていない

で､はないかということ，また，それ

に対して参加する側の意見を聞いて

石渡氏
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相手がいなくてはつまらない。

沼田：それはそうだ。

千葉：参加者は，皆真剣に勝つためにやっ

ているんだから，運営も真剣にやっ

てもらいたいな。去年失敗している

のに，今年も同じにやるなんてやめ

てもらいたい。

五十井：予選くらいやりたいね。100隻く

らい出て，それを勝ち抜きたいよ

ね。

千葉：で､もジャパンカッフ。にしろ，フリー

ト対抗にしるIORの数は年々減っ

て来ている。

へ｣､沢：いや，この二つのレースについて言

えば，数は平行線て､す。ただ，これ

からIMSと一緒にやって行こうと

なると，恐らく，減少して行くこと
‐r,､l卜弓
一一季ノO

青山：はっきり言って減少傾向でしょうね。

だから，小沢さんが言われるように，

て､､は，どうやってIORを救って行

こうかということになる。

小沢：ここまでレースが普及したのはIO

Rボー|､に負うところが大きい。こ

こで，やっぱりクルージンク今もでき

る船と一緒にしようと言ってもしょ

うがない。IORレースはIORし

－スて残さなければ。

青山：てゞも，古い船と新しい船とて､､は勝負

にならない。

－－~、と一
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台風のため;軸合が集まり油壺から出られなくなったレース艇（去年の大会よりノ

小沢：ディピジョンを分ければ良い。例え

ば最新クラスとか,F-1クラス

とか。

五十井：一生懸命やって負けるということ

も大切。古い船だって，技1耐勺に

勝つということだってあり得る。

最先端の船が,'1'!てくるというのは，

これは仕方がない，そうして発展

していくものなのだから。

冑山：ジャパンカッフ｡では，ターケッ|､を，

どこに合わせているのか，最先端ク

ラスなのかどうか，これがはっきり

していない。

小沢：最先端に合わせて来たのだと思うけ

ど。

朝河：今まて､､は，1隻でも多く参加しても

らおうということだったはず。それ

が段々 変わって米たのて､､は。

青山：いずれにせよ，はっきりされて米な

かった。

小沢：僕らは分かっているつもりで動いて

来たと思っていたが，ちがうのかな

あ。

石渡：最先端に合わせていたら，夜間ハイ

クアウト禁止みたいなこと決めない

でしょう。危なくてしょうがない。

千葉：問題はすべて公平性がない点だ。そ

の原点が泊地だった。

小沢：千葉さんがおつしやりたいのは，そ

れを，また今年も同じにやろうとし

ていることで､しよう。

千葉：そのとうり。

小沢：せっかくご意見をお聞かせいただい

て意見書まで提出されているとのこ

とで､すけど，すでに動いてしまって

いる…。

五十井：でも，レースに関する打ち合わせ

は，ばんとについ最近でしょう。

小沢：いや，実行委員会はすて､に4回行わ

れている。

五十井：去年終わってからだとしたら，少

ないのでは。

小沢：いや，反省会としては，別に3回行

っている。

千葉：それで出された案がこれて､､すか／

小沢：実行委員会のなかでは，もめていた

ところもあったようですが。

千葉：関西，関東のオーナーのつながりが

緊密になってきている。要望力は強

い。日本を代表するレースとしてジ

ャパンカッフ。を盛り上げるためにも，

これからは運営側も参加する側の意

見を良く理解していただきたい。

編集長後記：ざっくばらんにご意見を述べ

ていただきました。なかにはきついご意見

も出ていましたが，これもひとえに,NO

RCのレースを良くして行こうという気持

ちの現れだと思います。ご感想ご意見な

どこ・ざいましたら,NORC本部事務局ま

でお送りください。
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沖縄復帰20周年記念

『第11回沖縄一東京レース』のご案内
溌静‘傘“

NORC本部帆走委員会＝－℃』f_忍k々、■癖■；際，§雛…．‐鐸;＊，，‐：．='一‘“

1972年，沖縄が本土に復帰した年に第1回目が開催された2)船舶局(2MHz帯～堀皮帯,SSB無線機）が設置され，

『沖縄一東京レース』が来年(1992年）第111可目を迎えることにEPIRBを搭載しているヨット

なりました。復帰20周年の年に当たります。多数の参加をお待ち3)各国の公認ヨットクラブに登録されているヨシ|､･

します。5．参加申込み

本部帆走委員会ではすて､に準備にとりかかりましたので，『オ1）仮エントリー1991年11月29日閏18:30NORC

フショア』を通じご案内を続けて行きたいと考えています。2）申込締切1992年4月3日(金)18:30NORC

1．主催社団法人日本外洋I帆走協会6．参加料l艇につき35,000円

後援運輸省・海上保安庁・沖縄県・神奈川県・宜野湾7．連絡会議1991年11月29日圏18:30～場所未定

市・那覇市・三浦市・イギリス大使館・航海訂||練8．行事

所・沖縄県観光開発公社・朝日新聞社・沖繩タイ1）座間味レース1992年4月26日（日）

ムス社・東朔榊社2）沖縄一東京レース前夜祭

協力沖縄県ヨット連盟他1992年4月28日㈹18:30～21:30

2．スタート1992年4月29日嗣12:00沖縄コンベンションセンター

3．コース沖縄県宜野湾港マリーナ沖より神奈川県三浦市小9．泊地沖縄県宜野湾港マリーナ

網湾まで(830浬)10.-

4．参加資格ザ.う°リンス.アンド・う。リンセス・オブ・ウエールズ・カップ。，

l)IORMARK-III,IMSによる有効なレーテイング総理大臣杯，運輸大臣杯,NORC会長杯，沖縄県知事杯，沖縄～

を所有し，かつ,ORC特別規定-Categoryl及びNO県観光開発公社理事長杯，朝日新聞社杯，沖縄タイムス社杯，ベ

RC設備規定-CategoryA並びに沖縄一東京レース特別ストナビゲーター賞（武田氏寄贈),シンドバット杯，コンテッサ・

規定による安全検査に合格しているIORはレーテイングトロフィ，海上保安庁長官杯航海訂||練所長杯アドミラル東郷

21.0ft.～70.0ft.,IMSは8.5m以上のヨット。杯ベストクック賞（名和氏寄贈),サケカッフ:沖縄支部長杯他
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へ

千密斡､罫

会員のご家族,クルーの方NORC
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『沖縄一東京レース』の無線通信について
以上の手続がm倒な場合は業者（工事会社）に依頼することが

出来ます。

5．現在ヨット用に使用出来る市販機材について

国際VHF(25W)NORC事務局で配付しているものと，

一般でも販売している。（但し在庫が

6台）ヨットの電源は12Vが殆どて､､す

から一般機材を購入する場合，電源電

圧に注意が必要です。（蓋l矧合舶用は

24Vが多いです）

｜玉l"VHF(5W)ハンディ・タイプ｡の単独て､､の免許が間

もなく許可になります。検査の省略等

他の免許に比較して簡便になります。

2MHzSSB(10W)第一同沖縄レースて繍はこれが使用

されましたが，現在市販品て､､は電源が

12V用がな<24Vが主流て､､す。24Vで、

使用出来る艇は従事者の免許も海上2

纈支て､､すみますのて楽て傘す。

短波SSB(50W)NORCで特注していた12V用の機材

は現在，在庫がなくなりました。

市販品ではICOM一社が12V用を

製作していますが，注文生産の為，発

注してから約一月かかります。
6．その他

(l晩用中の短波SSBの機材で周波数変更の手続及び工事を行

っていない無線機については至急変更の手続をとりませんと，

2MHz帯以外の緬皮は7/1から使用出来ません。

（2眺在，第四級海上無纈函信士の講習会はNORCで､は開いて

おりませんが，受験用の勉強会を間もなく開催する予定です。
（担当通信池内）

（3塒殊無線技士の講習による免許取得は，各地て､､行われていま
すので日時や期間等を確認して下さい。

(4)EPIRB(タイプ｡B)を搭載する場合は正規にはこれら無

線の免許に組み込まれて申請する必要がありますが，正規申

請が出来るEPIRBは事務局て､､配付していますので事務局
に問い合わせて下さい。（担当事務局小山）

(5)LEI際VHFを取得するとNTTの陸上電話に接続が関東関
Ijﾘ地区で､は,'11!来ますが，免許の申請前にNTTと契約を交わ
す必要があります。（無料）

(6)上記無線の免許を取得するにあたってNORCの加盟艇で､あ

り加入証の添付が要求されます。（会友艇は不可）

但し，国際VHFについてはNORCが使用するチャンネル

以外の一般のチャンオ､ルのみの場合はNORCの加盟証は必
要あ')ません。

NORC本部通信委員会

『沖縄一東京レース』では2MHz帯～短波帯SSB無線機が必

要備品になりますが，これを期にVHFを含む通信についてまと

めてみました。参加される方はこれを参考に準備を早めにお願い

します。”‘1

1．無線従事者が艇にいない場合には最低次の資格が必要になり

ます。

使用する無線機従事者の最低資格

国際VHF(5W以下）第三級海上特殊無纈支士(2

日の講習会で取得可）

国際VHF(50W以下）第二級海上特殊無纈支士

2MHz帯SSB(50W以下）第二級海上特殊無纈支士

4MHZ以上SSB(250W以下）第四級海上無線通信士

現用する無線機の例では

国際VHF(25W)及び短波SSB50Wでは

第四級海上無纈函信士

国際VHF(25W)のみの場合は第二級海_ど待殊無線技士

国際VHF(25W)て海外て､使用する場合は

第一級海上特殊無線技士

へ短波SSB50Wの他に国際VHF(25W)を海外で使用する場合
は第四級海上無纈函信士及び第一級海上特殊無線技士

国際VHF(25W)と2MHzSSB(10W)を使用する場合は

第二級海上特殊無線技士

2．無線従事者の資格謎強については各地方電気通信監理局の検
定課に問い合わせ下さい

関東電気j鼠信監理局(03)3243-8620

信越電気通信監珊計(0262)34-5115内線37

束海電気通信監理局(052)971-9185

1畦電気通信監理局(0762)33-4461内線466

近畿電気通信監理局（06)942-8548

中国電気通信監理局(082)222-3353

四国電気通信監理局（0899)36-5025

ﾉﾘ‘|､|電気通信監理局(096)326-7845

東北電気通信監理局(022)221-0668

北海道電気通信監理局(011)709-2311内線4614

沖縄電気通信監理局(0988)65-2309

へ．資格試験から従事者免許取得まて時間がかかりますので,注
意して早めに申請して下さい。

4．艇内に無線局を開局するまでのあらまし

(1無線局の書類申請をする

(2)予備免許が交付される

(3艇内で検査を行う

（4瞼査合格後連用開始

’ 第7回STC(8/18)成績表第6回STC(7/14)成績表
B・Cクラス

BOY(A)

CADREAMER(A)

海坊主(B1位）

SYLPHIDES(B2位）

サモア(c1位）

夕焼け小焼け(C2位）

。Cクラス

PROPAGANDA(A)

SYLPHIDES(B)

スター＆スター(A)

サエラ(B)

夕焼け小焼け(c1位）

サモア(C2位）

Yクラス

｜位SEAHAWK

2位WILDZOOT

3位キヤメロット

Jクラス

｜位榿吉

2位スーパーキッス

A・

1位

2位

'0位

||位

'4位

20位

Yクラス

｜位スターボードJr

2位ソアリング

3位APHROS

Jクラス

｜位榿胄

2位レティシア

Ｂ

・
位
位
位
位
位
位

Ａ
１
２
３
４
１
３



一

ユ

0FBHWf 20

幸

玄 界島と玄界灘
虻誹:＃,桴F幹蝿

興罰呼

の拙文巾の「界」が又「海」に書き直され

ておりましたつけ。ついせんだって博多の

タウン誌主催の座談会に出席しましたが，

表紙には玄界灘とありましたのでまさかと

思い乍ら本文を開くと見出しのトップ。に玄

海難先月は福岡地区小型船舶安全協会発

行のパンフレットに存在もしない玄海烏が

出現そして今度はヨット月刊誌の付録カ

タロク、中の海図販売お知らせに「海図番号

1228玄海馳，ひょっとしたら私が間違っ

ているのでは？と一瞬錯覚を起こす位て叡す。

初冬，荒天の玄界灘でのレースを終え，

最後の力を振り絞って博多湾めがける時，

優しく手招きしているような玄界島の灯台

を見つけたときの嬉しさは例えようがあり

ません。

玄界島と玄界灘は私達博多のヨットマン

にとってある意味で恋人のような存在で､す。

その恋人の名前を間違って欲しくないてゞ すへ

ね。

海支部長だった大原敦先生から戴いた玄界

島に関する資料を出させて頂きました。郷

土が誇る江戸初期の学者貝原益軒は20年の

歳月をかけて『筑前国続風土記」を編集し，

そのなかに「玄界島」の記載があり内容を

要約しますと，一番初めは「久島｣，その

後「月海島」そして「玄界島」になったと。

すなわちゲッカイ島がゲンカイ島になまっ

たようで，残念ながら玄界灘の記載は見当

らないそうです。

以前朝日新聞日曜娯楽版に「玄海の珍

味」とあり，手紙をだして聞いてみました。

戴いた返事には「抽象的な意味で使う場合

は玄海でかまいません。玄界灘の珍味では

ありませんから」とありました。

今年に入ってから某広報誌に投稿した私

玄海支部片倉静江

この島と海に関する限り，漢字が玄海に

なっていることがしばしばて､；こちらが

｢界」と書いても「海」に書き直される事が

多く，その度に悲しい思いて、その「海」の字

を眺めてきました。

昔から存在する玄界島と玄界灘だけが世

界の界で､す。その他は海を使用しており，

玄海国定公園、玄海原発，玄海町，玄海支

部，玄海レク・リゾート計画等々です。玄

界灘周辺を含む国定公園が「玄海」を使用

しておりこれが混乱の元凶て、しよう。NH

Kのなつかしのメロディ番組て．もテロップ。

の辮司にやはり玄海灘と出た時は,｢NHK

お前もか？」でした。

昭和58年5月号オフショア誌上に初代玄

… ■

佐賀県

奴方〕唾ｮ矧言"~？》

鶴■噌訂■､蕊正ル
オフショア7月号掲載のラピアンロー

ズ｡沢野氏からの地位保全仮処分申立事

件について,調査ミスがあり，沢野氏側

から東京地裁へ7月19日即時抗告され，

現在，東京高等裁判所民事第十部に継続

している事実力判明しましたので訂正い：

たします。高裁の決定については．決定

があり次第オフショアに掲載いたします。

ロ－

り，,沢野氏側

ﾛ時抗告され，

第十部堰継続

たのて塔柾い

候刀W盲]奇

事実薪

・高裁

第オフ

－

NORC近畿北陸支部後期シリーズ
ポイントレース1回戦7月14日スタート10時00分

礒田康夫へ

詞厭’

風向30｡(スタート時)3～4m/secレース委員長

艇種|TcF|着順｜所要蒔間｜修正秒|ｸﾗｽ順位｜得点｜持点|#ｸﾗｽ|SAILNo.|艇名 総得点

Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ

９
２
５
８
６
７
７
２

５
９
９
７
５
１
４
２

２
７
１
０
５
０
９
５

４
３
１
４
３
３
３
４

RESERVE

IBIZA

FRONTRUNNER

ALFU

FIREBIRD

ALLHANDSIII

あうん

SOUVENIR

YAM-R3011

JEN-36.5

X-3/4

ⅧM-30SII

ⅧM-3IS

瓶M-28S

FIR-35.5

SPR-9.5

２
１
３
６
４
７
５
９

０
７
８
１
２
３
０
７

３
２
０
５
３
１
４
０

■
。
■
●
■
■
Ｂ
■
■
。
■
●
■
。
■
■

４
８
８
８
２
９
８
４

３
２
３
４
４
４
４
５

？
●
●
●
●
●
①
？
●
申
。
●
○
申
●
？

２
２
２
２
２
２
２
２

０
０
０
０
０
０
０
０

５
１
６
７
３
１
１
４

６
０
６
７
９
０
４
４

８
９
１
２
２
４
７
１

６
６
７
７
７
７
７
８

４
１
３
１
５
５
８
５

２
０
９
７
６
４
３
１

５
０
０
０
０
０
０
０

７
０
０
０
０
０
０
０

３
５
０
５
０
５
０
５

０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０

２
０
９
７
６
４
３
１

５
０
０
０
０
０
０
０

７
０
０
０
０
０
０
０

３
５
０
５
０
５
０
５

１
２
３
４
５
６
７
８

６
８
３
３
９
０
０
６

０
４
５
８
７
９
５
９

４
７
５
１
４
２
６
７

７
７
７
７
７
７
７
７

１
２
３
４
５
６
７
８

Ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

mK-|/8

KAN-23

TAK-|/8

YAM-21C

弧M-2IC

YAM－2311

YAM-21C

０
９
７
６
４
３
１

５
０
０
０
０
０
０

７
０
０
０
０
０
０

８
０
５
０
５
０
５

Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ｖ
Ｖ
Ⅲ
Ｖ

５
２
０
９
６
１
６

５
５
０
０
５
７
１

１
６
３
５
９
９
５

４
３
３
４
３
３

DOOBIE

FUZZY

AKVAVIT

FUSION

MARIE

MICHIKO

SAYU

４
０
５
６
６
８
６

７
６
８
０
０
７
０

６
６
６
６
６
８
６

６
６
６
６
６
６
６

８
０
１
３
４
２
５

９
０
８
３
０
１
７

１
１
５
４
４
０
１

■
■
●
■
●
●
早
■
■
■
■
■
■
■

３
９
２
７
８
７
７

５
５
０
０
０
０
１

●
●
●
●
申
。
●
●
●
Ｆ
■
④
●
①

２
２
３
３
３
３
３

０
０
０
０
０
０
０

０
９
８
０
８
７
９

４
５
３
４
７
１
１

９
１
３
４
４
７
８

６
７
７
７
７
７
７

３
５
８
３
０
８
５

０
９
７
６
４
３
１

５
０
０
０
０
０
０

７
０
０
０
０
０
０

８
０
５
０
５
０
５

０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０

１
２
３
４
５
６
７

０
０
０
０
０
０
０

１
２
３
４
５
６
７
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お詫びと訂正さて，『第1回宮津ドルフインカツプ・レース』の表彰式に発

第一回宮津ドルフイン・カップ・レース大会会長三井祥功表された成績表に重大なる誤りが発見されました。よって別紙の

『第1l!'l宮津ドルフィンカッフ。・レース』にご参加いただきま通り訂正致します。

して、打難うございました。幸い天候にも恵まれ盛況のうちに，間違いの元は，単純な暗算のミスにあり、当事者並びに関係者

そして何の事故もなく終わることが出来ましたことは，偏に皆様には多大なるご迷惑を掛けまして誠に申し訳なく、ここにお詫び

のご協力のお陰と深く感謝致します。して訂正させていただきます。

インショアレース結果＆総合成績スタート10:00:00距離8マイル風向40°風速1.5mTA1
糸念イヤ
l'撞仙：

総合点猩占
1，J4bb， 持 点順位着順 所要時間 修正秒R(m)SAIL 艇 名 オーナー名

11814ik/12

24325ラブ･ア･ﾗｯｸ

3レオ5

4もんてめ～る4

4810ウィン4

43623武美衣

73814コーラルフ･リンセズ

8 悠希

92456アマベンジヤー

102468スーパーハッチマン

111750遊瓜

114521北山3

"h_13___l690_Z噂－2_－－－－
1421881"3

152885ポパイ

163859FOXYLADY

163122f[

184514珊瑚礁2

194579ラテライザー

203622イトマキ3

21WINDSTAFF

21~2

23う。リマドンナ

243624サンタ

25沖賢3

264580ポセイドン
ー~~~~~~~~~‐~~~~~~~ー‐~~~ﾐーｰーｰーﾐーｰーｰー ｰー ｰー ｰー ｰー ｰー ｰー ｰーｰ
2 7ミッンー

274563サンライト

29ウインドキツヅ

へ‘29レスポワール

ロングオフショアレース結果
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新時代の羅針盤PYXIS
コストパフォーマンスを実現した

八ンディタイプのGPS
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い性能を発揮する。しかも，アウ|､ドアー

で使用することを前提としているため，防

滴仕様になっている点もうれしい。コクピ

ットでもスフ。レーを気にせずに使える。へ

ただし，ハンディタイフ｡ということで，

ピデオフ。ロッターなどに接続するインター

フェースは持ち合わせていない。どうして

もフ･ロッタ－て前薩忍したいという人は仕方

がないが，わざわざキャビンまて､降りて行

かなくても，気軽にコクピットで操作でき

るピグセスは便利そのもの。すでにロラン

フ。ロッターなどをセットにしている艇では，

バックアップ。用にピグセスを購入している

ようだ。何せ,158,000円という低価格で

気軽に使えるハンディタイフ。だ。使い道は

色々あるはず。

ちなみに,NORCでは現在限定台数価

格として，会員に限り140,000円て､販売し

ています。

ロラン，デッカに代わってGPSが普及

しだした。これは，測定用の人工衛星.がほ

ぼ揃い，日本近海て、も運用できる時間が多

くなったことや，各メーカーが小型船舶用

にさまざまな機種の発表を始めたからであ

ろう。

そのなかでも，先程ソニー（株）が発売

を開始したGPS,ピク、セス(PYXIS

※星座で羅針盤を意味する）は驚異的なコ

ストパフォーマンスを実現した，小型でハ

ンディタイフ。の画期的な商品だ。

まず価格が158,000円と，これまて､､のG

PS機器の常識を越えた低価格に設定され

ている点が第一の特徴として上げ､られる･

次に，手のひらに収まるハンディなボデ

ィ。もちろんアンテナも付いての優れたデ

ザインで，機能的にまとめられている。

ハンディということて癖，単三乾電池4本

て守連続2時間の運用が可能。たったの2時

間という意見も出ようが，ロランやデッカ

と異なり初期設定の必要がないため，デー

タが欲しい時だけスイッチを入れればよい

ので，これでも結構使える。もちろんDC

12V用のアダ、プターも付いている。

気になる性能だが,1日のうち朝方の2

～3時間，衛星をキャッチできない時間が

ある。これは衛星の運行によるズレなので

仕方ない。あとの時間帯ではほとんどOK

て､､ある。ハンディということで，受信電波

が周囲の障害物に影響されやすく，また，

手に持っていて，大きな波などで受信中に

アンテナを激しく揺られると，せっかくキ

ャッチした電波を逃がすことがあるので，

注意したい。気になる人はアンテナを本体

から外して，パルピットなどに固定するこ

とをお薦めする。

機能は緯度経度表示はもちろん，ウエイ

ポイント50,コース設定に50,SOG(対

地速度)，ウエイポイントに対する針路，

距離表示など，据え置き型の機器に負けな
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jl=扁報、ナス弱･ネットで鼎マ|｣シ1－病……ノ力 ネス を

ナスカ・ネットはダイーヤルQ2を利用して毎時の風向風速、関東水域のコンディションや天気予報など

気象・海象を中心としたマリン情報を電話、ファックス、パソコン通信でサービスしています。

ダイヤルQ2を利用て､きない地域の方でも、会員になればアクセスできます。

このサービスの特長は、好きな時に情報を検索して取り出せることで、洋上のヨ､ソト・ボートや移動

中の自動車からでも、電話、ファックス、′《ソコン通信でアクセスして必要な'|胄報を取り出して<ださ

し、○

お薦めの情報としては、江ノ島・東浜のシルフィードからのカメラによる現地状況を、テレホン・サ

ービスと／《ソコン通信の画像‘|青報で提供しています。『､

◇テレホンサービス(情報料金30円/分）

①情報案内サービスの操作(サービス番号：6＃）

|a0990-301-177.6#ヰお好きな情報番号｜
<ifなマリン情報器り･>(2#メニュー案|ﾉ1)

10#関東沿岸・ウインドインフォメーション（征時）

50＃ケレンデコンディションinT-梁・束ji(、51=in_iilli･

州l櫛、52#inl)I!､汗御111崎

55＃カメラがとらえたil:の!(5･束浜のコンテ、イション

59＃ダイピンクゞ・コンディションinl(-|L・-lt海道、60=

in関東、61#inillll)り・i'l'"

へ*釣')'|青報(|測來版）
70#,Lれ./ウインドサーフイン（レース'|､,'ifll)

71＃それいけノヨツ|､（レース情報）

80＃'炎嶢.′ウイン|､.・レースレポー|、

85＃海のマガジンli'j報

90#フ･ロポードセイラーが,滞る「肌押､i::｣(菱愈フ・ロ他）

120#11本外洋帆走協会

130#1~[の局ヨシ|､クラブ

132#fll本‘奥業|､llポードセーリンク、i1li',!!!卓－1】11.

(20-45#－会典ilill/ﾉ〈菰l'･洲、台llll,Ij報、抑流、ノ1<IM'|i'i,服）

②掲示板サービスの聞き取り操作（サービス番号：8二）

:a0990-301-177今8#今掲示板番号i
4．．．．．．b､｡..・・・.~o､．．･･無．｡‘．.･･････・･･･.･･･..・・・･ﾛ。････・･･･････.･･

描,板番号1＃ウインドサーフィン・レース速報

へ云言板ｻー ビｽ(ｻー ビｽ番号:3二録音､4二聞き取り)

:a0990-301-177牛録音3鴬／聞き取り4#;

i#BOX番号(1～500)吟暗証番号(4桁);

（60秒のメッセージが211間保ｲ『されます｡）

◇パソコン通信サービス(情報料20円/3分）

Iｱｸｾｽ番号盆0990-3027~｜
ケス|､のﾉﾉはIDをGUESTと人ﾉJしてください。

〈主なメニュー＞

火気|叉|、関東のﾉ〈女ij'報、i[の!(b・)j<浜の鉦llのIIl1像デー

ﾀ、III:lrKAZI""BASSER''､ｾー ﾘﾝｸ､クラブ､ダイ

ビングなど

◇ファクシミリ検索サービス：会員制(情報料金100円/分）

操 作ﾉﾉ法､

"0990-321-177今会員番号＃今暗証番号＃

1＃(確認)今小さいチャイム音の後、ピッ

たらファックスのスタートボタンを押す）

号＃吟情報吟情報番号＃ヰ

ポッパの音がし

＃

1 、ピ

<主なファックス情報番号＞（2＃メニュー案内）

3雲海靴|兇l係紫忠連絡先一I蒐炎

10二雌斬の地.|･_尺気|､j<|

l2二地|･_ﾉ<菰|､xI、1'想尺抗|､xI、風の推移I別

13=r想火執|､xI

l4二沿岸波浪j'･想|､xI

l5二束iIMWの漁i順兄速級および衛星.利川沿岸海況速報

17コi順､|t速縦（海流）

20二台肌情報

22二富|:lllレーダ、の降ﾉl<分ｲljl,xIおよび関東の降水311#|fHf報

30二関束の11の6Ⅱ茅間推移|叉|および岐新分布|､XI

31#|f1束のﾉ〈菰f報および幣報・注怠報IXI

34立束}i("li(のﾉ〈菰解I塊および幣報．注意報

35ゴイ:||棋湾沿岸の尺気解,i兇および幣報．注態報

40二間東lllｲ1ﾔ趣の週間尺紙概ﾙﾋ・】乞報

64二横浜港人桟橋客船人H1I港1今.定炎

76ニタ守イビング・コンテ､イシヨン（|卿束、伊豆､ドルb)

77:g(|flllﾘ、11|!;I&)、75#(東北、北海道）

80=f11本'ﾉﾐ災|､rlポードセーリンク連盟からのお知らせ

※'91年10113111まて､ケストのﾉjは、会員番号205#、暗証番号

2222茸て､ご'1川て￥きます。

。会員の種類、会費

会員｜会費

特別会員

一般会員

－I

カード会員

入会金1万円

年会員3万円

入会金3千円

年会費6千円

1年有効3千円

3カ月1千円

サービス内容

ダイヤルQ2と加入回線でのサ

ービス利用可。

(ファックスは月5回無料）

ダイヤルQ2でのテレホン、フ

ァックスサービス利用可。

ダイヤルQ2でのテレホンサー

ビス(会員制サービス含む)利

用可

（テレホン・ファクシミリサービスは、電話|111線がトーン式の

もの力'ら、ごfI川l<だきい）

△ん㈱ﾅｽ捕蛎蓼,澄噸W至畷ｼﾙｸ種ﾝﾀー卿．

ー。

11
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OFFSHOREBRIEFS
Abstractsofselectedarticlesfromthelast-monthissuetranslatedforinternationalreaders

一

Volumel93(June,1991)

stoppedandcouldn'thearatalletc.

Whatwasthemosthardtimeyouhadduringthe

race？

Weenjoyedthisraceasifwewerecruisingand

wewerevervluckvthatBassStraitwascalm.

Butmyhusbandgothurtwhileweweretaking

theboatfromSolomonls.toSvdnev.Mainsheet

travellerblockbangedonhishand,Thatmadea

crackinthebackofhishand.Andhealsohada

badcoldandhightemperaturethatworriedmeif

hecaughtmalarialfever.

Whenwasthemosthappymomentsduringthe

race？

Bothofourparentsgotonthefishingboattose=
usgoalatthefinishline.

Myhusbandsaidthatthemosthappytimehefelt

wasthathewasabletosail200milesadayonthe

tradewindsforseveraldavs.

Howdidyoufeelbeingontheboatfor35days？

Atfirstlwasworriedthatspaceontheboat

mightfeelverysmall.Weplaceddodgerondeckso

thatwedidn'thavetoclosethemainhatchinorder

tokeepthecabindry.Verysmallspaceforliving

butintheotherword,everyspaceismadetobe

veryusefulandhavenowastespace,solfeltvery

comfortableontheboat.

Wehadnoquarrelonboat,Ireliedtotallyonmy

husbandandthiswaymadeusagoodteam.

Wouldyouwishtoenteralongraceagain？

IwodldliketogoonalongcruisingtriplwisR
tosailaroundTruckls.Solomonls・etc.taking

timeandstoppingoverthoseislands.

PleasetellmeyourfeelingsafterenterIngtherace？

IthinkifyoucouldspeakEnglish,youmightfeel

differentandenjoymoreSolwishtostudyEnglish

nlore、

Ialsothinkitsbettertohavesomethingtodofor

achange.

Formewasdivingandlisteningtomusic、Idove

everyplaceswherewestoppedoverandsincemy

fatherisdirectorofmusicalplayheselectedmy

favoritemusicandmadeoriginaltapeformeto

hearontheboat.Ireallvthankmvfatherforthat

present.

WOMENINTERVIEW-Ms.Lily-

(pages28to29)

Ms.Lily'sbriefprofile

Shesailedノ〔XSTL[ﾉCKYLADYwithherhus-

bandandmadethewinninggoalfor!Melbourne

OsakaDoubleHandedYachtRace'R-BClass.This

racealsobecametheirhoneymoon.Afterentering

for"GuamRace"theytooktheboattoAustralia

andparticipatedin{MelbourneOsakaRace'.Itwas

along4monthstripforthem.

Wheredoyousailusually？

Isail26feetboatZDATEZVatHayamawithtwo

younggirlsandonemanasacrewmember,good

Chanceforus,girlstolearnallthecrewworkson

boat.

Whenlwasachildlwentontheboattripfrom

TokyotoKyushuandeversincethenlenjoybeing

outonthesea、Isuddenlvwantedtosailaboat

whenlwasincollegeandwasluckyenoughtofind

thatmygrandmother'scousinownedJDATEJVand

hadachancetosailonthisboat.Sincethenfor

almost7vearslsailevervweekend.

Whatmadeyouenter‘MelbourneOsakaRace，？

MyHusbandwantedtoenter,soweaskedtouse

LUCKYLADYforthisrace.Oursponsorforthis

racewasacarleasecompany<JustKK'

Howdidyousharetheworkontheboat？

Myhusbandwasaskipper,andlwasincharge

ofcooking,keepcontroloftimeandothersmail

thingsonboat,Wetookturnstorestatnight

times,Ifeltverylonelystayingupatnightby

myselffor2daysafterleavingGuam,butlgot

usedtoitandiftheweatherchangesorsomething

happensmyhusbandallowedmetowakehimup

anytimesoldidn'thavetoworryatallatnight

times.

ForbreakfastwehadOmochi(Japanesericecake)

ordoublebakedbread,andJapanesenoodlefor

lunch.Fordinner,riceandmaindishwithbeeror

wine.Likeenjoyingcruisinginsteadofracing.

Anytroubleduringtherace？

Notanybigtrouble,Onlysmalltroubleslike

mainhalyardbroke,jibhalyarddidn'twork,radio
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⑤G|イムホフ･クルージングジャケット●カラー:ブルー/レッド･サイズ:s/M/L/xL/xxL¥32.000
※インショアからオフショアのハードなセーリングに耐え､インナーキルティングが保湿性を高めた、

海専用のジャケット。

イムホフ・トラウザー●カラー:ブルー/レッド･サイズ:S/M/L/XL/XXL¥20,000

※防水､耐寒性に優れ､且耐久性も群を抜く本格セーリングトラウザー。

サイズ:S/M/L/XL/XXL￥36．000,ムホフ･オーシャンジャケット●カラー:ブルー&ホワイト

※オーシャンレース･クルージング用にデザイン設計され､防水､耐寒性に優れ､更にハーネスホル

ダー機能を備えた本格セーリングギア。

⑧ハーケン･ボートシューズ●H2000(カラー:メンズはホワイト＋グレイ･ホワイト＋ブル-/レデイス

はホワイト＋レッド･ピンク･ホワイト＋グレイ)￥11,800

ハーケン･チタニウムボートシューズ●(カラー:チタニウム･ク'レイ)￥16.500

．イムホフ･オールパーバスジャケット●カラー:パープル/エメラルドグリーン・サイズ:S/M/L/

XL/XXL¥42.000※豊かな素材をふんだんに使用した､賢沢なオールパーパスジャケット。

オンデッキからダウンまで､巾広い着こなしが可能です6

⑥イムホフ･コースタルジヤケツト●カラー:ブルー/レッド･サイズ:S/M/L/XL/XXL¥28@000

※インシヨアの4シーズンに使用可能で雨､風を充分に防ぎ､且､運動性にも優れ､ディンギーから

クルーザーまでオールマイテイなジャケット。

⑧イムホフ･ナビケータージャケット●カラー:マジェンタ/ブルー･サイズ:S/M/L/XL/XXL¥26.000

※デッキ上に限らず､アフターヨットにも着こなせ､カラフルなカラーも楽しめるジャケット。

H‘イムホフ・セーリンググローブ●￥4.500

※ディンギー､クルーザーを問わボハードに耐入
ぺ

る､耐久性に優れたセーリンググロー

nハイシーズ･レーシンググローブ●

ブですそ

￥4．800

蕊ディンギー､クルーザーを問わま車￥いハンドワ

一クを約束する伸縮性に優れたセー

ーフで戎

リンググロ

ハーケンジャパン株式会社〒662西宮市西宮浜2-21-9TEL.0798(22)2520
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：85年の歴史を誇る『第36回ﾄﾗﾝｽバ
．シフイックレース』が，今年も6月27

･日より42艇のエントリーで行われた。
●

．ロサンゼルスからホノルルまでの約24

00マイルを舞台に繰り広げられる，長

距離外洋レースの草分けともいえる大●

会である。日本から参加した“摩利支●
．●

天""ロシナンテ"の報告から,このレー●

スの奥深い魅力を感じていただこう.／●
●

●●●●●●●
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■
■
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島迄の上りのレグをこなすことができまし

た。

サンタ・カタリナ島までは，結局タック

も入らずに、上りきってしまい（この島を

かわしてからが大切なところなんですが,）

ここで，南寄りにいくグループと北寄りに

いくグループに別れだしました。

前記したように今年の天気は、太平洋高

気圧があまり大きくならないという情報を

得ていましたので；サンタ・カタリナ島を

かわしてもあまり落とさずに、北寄りのグ

ループに入りました。この時のグループの

トップ。にいたのが今回の優勝艇の"CHA

NCE"で，これに追従する形で南下する

ことになりました。そして，このままうま

く、南に行ったグループの頭を押さえられ

る位置に下りることがて鹸きました。このと

ころまでは，とても良い風が吹き続け，む

しろ例年よりも早いペースで；ログを消化

する事ができたと思います。

スタート後3日程して風向が少しずつ東

に回りスピンランになる頃には大分暖かく

なり，やっとTシャツと短パンの格好にな

りましたが，予想通りに貿易風帯とは思え

ないくらいに風も弱くなってきて，スコー

ルの回数もかなり少なくてフイニッシュの

2日ほど前まて：貿易風が戻ることはあり

ませんでしたが，この風がないときに北寄

りにいた私達のグループは，南のグループ

に決定的な差を付けることがて繊き，より北

側にいた艇が前に行けるようでした。後は

ポートスピードに気を配りながらひたすら

西へとひた走ることになります。そして，

ハワイに近づくと，今まで散っていた艇団
が集まりだし，私達より30分ほど前にフイ

ニッシュした"PYEWACKET"とジ

ャイヒ§ングでの押さえ合いが始まりました。

この頃になると，寝ていてもすぐ、にジヤイ

ブの声に起こされるので，ほぼオールハン

ズに近い状況になります。

結局，着順4位でフィニッシュしました
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が,"PYEWACKET"を修正で抜くこ

とがで､き，修正3位になれました。私達に

とっては，1艇もいるCLASSAの中

で修正で3位になれたのはとっても嬉しい

ことでした。

例によってフィニッシュしてしまえば朝

までの狂乱怒涛の大パーティ。夜中の12時

だというのに向かえにきてくれたハワイの

仲間達とも大騒ぎしてしまいました。レー

ス中お酒を飲まなかったためか，少しのお

酒がやけに効いてみんなしてふらふらして

いましたが，とても楽しく飲めたお酒て謡し

た。

“摩利支天”島田勝己

今年の『グアムレース』終了後艇はグ

アムからサンデイエゴに船積みて送り，従

来の『ケンウッド・カッフコ用のキールと

ラタ､－を『トランスパック』用の小さく軽

いものに取り替えました。このような諸々

の改造が終わりロンク，ビーチに艇を回航し

たのはスタートの1週間ほど前でした。

このレースのパターンとして，ラム・ラ

インを走らずに，より風のある太平洋高気

圧の1020mbの等圧線上を走るためにう。ロ

パー・ラインとしては，始めの2～3日は

南下し，それからホノルルにヘディングを

向けるという形になります。しかし，今年

の天気のパターンは，専門家からあまり風

がなさそうだという情報を得ていて，例年

よりは，ラム．ラインに近い北寄りを通っ

たほうが良さそうに思いました。

スタートは，自分達でイメージする位置

から出られたのですカミスタート後，2～

3分したところで，ヘビージェノアのクリ

ューカ壊れ，すぐさまNo.2に変えるという

ハブ･ニンク､がありましたが，かえって，ス

タート後強くなりだしてきたブローに対し

て，セール・チェンジのタイミンク今を失っ

た他の艇よりも有利に，サンタ・カタリナ



～

Of応NORf 28

=B連続出場の"ﾛｦﾅﾌﾃ"は■
’
二
■
｜
惇
一
■
・
Ｆ

仁
一

IMS-Aクラス4位に〃
TRANSPAC'91
36THHONOLULURACE

高村宏

“ロシナンテ”チームの『トランスパッ

ク』遠征は今回で3回目となる。シッピン

ク蕊て艇をL.A.まて運び，「とりあえずレー

スに臨んだ」'87年，ホランド67で勝ちを

念頭においた'89年，新艇の回航もかねた，

力だめしの'91年。レースて鹸あるがゆえ，

全力を尽くす，勝とうと努力するという前

提はあるものの，それぞれのニュアンスは

少しずつ違っていた様に思える。

今回の艇は,ファー設計のベオ､トウ53,

L.A・でデリバリーを受けたIMSレーサ

ークルーザーの新艇て領ある。メンバーは，

オーナースキッパー大口慎司，ワッチキャ

プテン大口善太，ナビゲーター関口，クル

ーは伊藤秋岡，仲間，吾妻，小林高村

の9人である。

空。乾燥したカリフォルニアならて鹸はだ。

30日08:00のロールコールでは“ウェ

ーブランナー”に次いて､IMS2位，クラス2

位,D.R.171マイル。しかしこの後，

WSW16～20ktでハイカットリーチャーに

変えて以来，7月7日までリーチングスピ

ン，ライトジェノアの3枚を，微風・波悪

の海況の中，交互に張り替えることとなる。

7月8日,30日以来一度も顔を現さなか

った太陽が,12:00ついに艇上に降りそ

そぐ・・追い風追い波，灼熱の太陽の三拍

子が，スタート後10日目でやっと出そろっ

た。しかし日没後はまだ寒く，ウォームウ

ェアはまだしまえない。

7月9日，ここ2日,NE～Eの安定し

た風この走りのおかげで､，曇って，寒か

った，微風の10日間は皆の頭から吹き飛ん

だ。夕方，ホノルル発の旅客機が何機も東

へ飛んでい<｡19:30,4時方向に“ペ

レストロイカ”を視認あと411マイル，

もうすぐだ。

10日，未明からIORクラスAのフィニ

ッシュが続く。1位“チャンス"’2位

"シルバーパレット”“マリシテン”は3位

と良く走った。我々はクラス5位,IMS

7位。

北方の高気圧は1024mb,勢力は不変だ。

ラムラインの北23｡22'N,153｡33'W

にてジヤイブ,NE20～24kLコース

230｡,1015mb.

本日も美しい夕日と，海面にその光を落

とすヴィーナス，日没後はスターライトセ

ーリングとなる。

11日,03:00,E19～24k喝サーフイ

ングしなくてもBS12ktコンスタントで快

調にすべる。ロールコールの時点て繰22°

15'N,155｡42'W,あと129マイル，

大方の順位が既に決まっている今，前方に

いる"KOTOKU''を抜けるかどうかが

問題となる。跡寺点では13艇が走っている。

09:35,残り100マイルのコールを，カオ、

オヘラジオ局の中継で，エスコートボート

の“ホアカイ3”に報告,13:40,モロ

カイ島，ランドフオール。17:30,25マ

イルコール。21｡36'N,157｡24′凧一

18:50,マカフ。－をかわして，タ､イ／

モンドヘッドヘ。

19:47,今レース中最高の夕日の中を，

フィニッシュラインクロス。スタート後13

日と6時間47分だった。

我々がこの13日間に経験した事柄をこの

短い誌面で述べるのはむずかしい。チーム

としてのノウノ､ウを確実に積み重ねつつあ

る“ロシナンテ”チームが表彰台へ上れる

日も近いだろう。

非力な私を，特別な思い入れのあるこの

レースに毎回セレクトして頂き，大口兄弟

には誌面をお借りして御礼を申し上げます。

エントリーはIRO35,IMS14の計49

艇フリートの特徴は20艇のレーテイング

マキシポートだ。回を重ねる毎に増加して

おり，今後も増加の気配を見せる。

6月29日,11:00アンカーアッフ｡。ロ

ングピーチヨットクラブ前の海面では，艇

とクルーの紹介セレモニーが行われ，スタ

ートを盛り上げる。スタート海面に向かう

ほとんどの艇が，長いスターポードのレグ

を予想し，艇を右側に傾け，マストをフォ

アレーキさせる，トランスパックチューニ

ングだ。

スタートラインは，サンペドロヒル沖

2.5マイルに設置され，長さ0.3マイル，完

全な下有利。13:00のスタート前にはフ

ルセールのマキシ達がラインを流しはじめ

る。“ロシナンテ”はマキシ達の景磐』の少

ない，ややインサイド寄りからジャストス

タート。2250マイルの彼方のダイアモンド

ヘッド沖を目指す。W15ktの風で，コース

215｡,BS7～8ktでカタリナ,15:35カ

タリナ回航風は徐々に上がり18～20kL

No.3にジブチエンジ,18:00より，夜間3

時間，昼間4時間のワッチにはいる。

今年はカリフォルニア沖の高気圧の勢力

範囲が25｡N付近まで及び,2日前にスタ

ー|、したIORクラス,IMS・Bクラスの

艇の滑りから判断して，コースをラムライ

ンより20°落としてそのまま215°とした。

夜間は，水平線がはっきりわかる満天の星
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PYXIS･IPS-360標準価格158,000円(税別)藍鰔嚇載記剛灌W鞘:鯛:鶏惑臘騨謡
-20｡C～+60｡C操作表示部-10°C～+50｡C●電源:単3アルカリ乾電池×4本(DC6V)カーバッテリーｺー ドDCC-360P(DC1224V)●電池寿命:約120分(連続動作時)●大きさ:横

幅100×奥行39×高さ175mm(本体寸法)/.100×35mm(アンテナ部)/100×39×.63mm(操作表示部)●重さ:約5909(乾電池含む）

お問い合わせはソニー株式会社モービルハ/･マーケティング事業部

〒'08東京都港区高輪3－26－33秀和品川ビル7F

TEL(03)3448-7576FAX(03)3448-7877
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クルーの友人達は，もう25年以上続へ

いている，それなりの肩書きを持った

人達である。ディンギー時代に腕を競

い，助けあった長い歴史ある間柄4

半世紀共に楽しみ遊んで来た人間関係

が，歪む事なく円滑に持続できている

のは，妻母，女医，船主，そして女

性と何役もの役割を引き受け，仕遂げ

てきた深井先生の人柄と努力のたまも

のという他はない。羨ましいかぎりで

ある。

何が彼女をヨットに魅きつけている

のかお伺いしたい処，「海の香りを嗅

ぎ，眺めているだけでも心が落ち着く

の。幸せな気分になれる。海の気象条

件を甘く見てやしない，厳しいのは悟

NORC会員名簿（平成3年度版）

関東支部特別会員欄(F)に，何故か

偶然か，極めて貴重な女性会員3名が

列記されている。その希少な3名のう

ちの一人が，深井豐香女医である。

葉山マリーナ草創期に船を置いて

25年，又その以前より太陽の季節と湘

南の海を誕歌し，眺め，味わって来た

女性セーラーの先達である。「もう人

生の事，悟ってしまいましたから…

…」と内科のドクターは，余りに謙虚

で伏し眼がちである。

今を去る事ウン十年前，ドクター

の長女は珍しくもディンギーに狂い，

｢ｵ､エお母さあん，海へ行こうよう./」

と母を誘い，娘は軽く船乗りになって

しまった。人一筒毎に魅せられていた

はずの娘だが，東海大海洋学部卒業後

結婚，そしてあわただしく湘南の海か

ら遠のいていった。長男は慶大，次男

は東大を卒業してゆく。以後，母は娘

以上に海に熱中する。やはり内科医で

あったご主人は，そんな元祖・翔んで

る女の一人である妻とは対照的に，庭

いじりの大好きなフアミリーパパで，

週末は妻の帰宅をじっと待つ夫であっ

たという。船名は“アデレード”（ヤ

マハ31),次男の留学したオーストラ

リア南端の街，アデレードから引用し

た。今だこの愛称が身近かにある時，

ご子息を安じて無事を祈っている母の

情愛が感じとれてならない。 ’
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岸っている｣。視界不良の中，三宅島か

ら大島へ向かうつもりが下田に流され

た，式根で座礁し浸水する事4日間，

なども経験した。NORCのレースに

も度々出場する。「でも,NORCの

レースに出ると，皆さん速くって，私，

置いていかれちゃう，あれくやしいん

ですよねえ…｣。で，どうせ勝てない

と思って以来，湘南界隈の草レースに

積極的に参加が続く。数年前の『大島

レース』で，大島町長杯文部大臣杯

をさらい意気揚々と凱旋したが，翌日，

『サムタイムカップレース』のディン

ギークラス出場に間に合わなかったと，

‘|費慨して自己嫌悪に陥入ったりする鉄

女ぶりも示すのである。「時間があっ

たら……」来年は鳥羽レースに出たい

と願っている。

週末は葉山の海で漂い遊んではいる

ウミいつも安全第一は心がけている。

気分も乗らない時，天候の悪い日に船

は出さない船長である。それでも海を

見ているだけで大自然のふところに抱

かれている安堵感が身も心も落ち着か

せてくれるという。「できる事なら世

界中，船でクルージンク、して回りた

い／船酔いなんてした事ないのだか

ら／｣。先生は全身輝いている。

船での役割は「勿論役立たずのス

キッパー」とクルーに言われる。女医

先生手作りの家庭料理を期待してクル
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レース参戦中の先代‘‘アデレードII”

い」というそうだも「そう，もう私が

この世からいなくなっても誰も悲しん

て纐くれる人はいませんもの。私もう悟

ってますから…｣。童女のようにあど

けなく，海への憧|景は乙女そのままで

ある。こうザックリと表現されるとこ

ちらが悲しくなるのは当方の人生も枯

れてきたせいだろうか。思わず先生に

抱きついて泣きたくなった。淡々と言

葉に無駄もなく，フツーの主婦と百味

の時差があるのは船乗りというだけで

なく，長い歳月，人の生命を救い，所

見と治療を施し人生の価値を人一倍知

ってきた人の静かな悟りのよう趣ほ

のぼのと軽やかに虚飾なく，瓢々とし

た先生には不思議な磁場がある。この

週末も葉山で会えるのだろうか？私

は気になって仕方ない。（戸塚由理恵）

－が集まると思いきや，炊事は全く苦

手なので「一切手出し無用｣，「アンタ

は自分が使うんだから便所掃除だけや

んなさい」とクルーに命ぜられるとい

う。そんな気のおけないクルー達は更

に悪口で，「アンタは生命の終わる迄，

黒枠で飾られる迄ヨットに乗ってなさ
’
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今月の表紙:先ごろ,イギリス・カウズ沖に

て行われたｲ誌の『アドミラル・カッブーに

参戦した'@WILL"｡50フッタークラス・艇

別2位の好成績を収めた｡(撮影添畑薫）

『‘1

脚
,一」

1

‘アデレード1II''は先日進水式を行ったばかり

OFFSHORE第195号平成3年9月15日発行

毎月1回15日発行

昭和52年7月21日第三種郵便物認可

1部定価300円（郵送料46円）

発行社団法人日本外洋帆走協会

東京都港区虎ノ門1-11-2(第2船舶振興ピル5階）

電話・東京03(3504)1911～3〒105郵便振替番号2-21787

印刷明宏印刷株式会社
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それは､手綱さばきのよう た。
ヨットを速く走らせるためには､セイルのトリムが肝心だ。

シートを引っ譲ったり､纏めたりしながら、

ジブもメンスルもできるだけ理想形になるようにセットする

それは､まるで駿馬を走らせる手綱さばきのようだ。

スピードと敏速な操作性には定評があるYAMAHA-31S

常に､トップレーサーを目指して帆走する。

別$YAMAHA

、

， 主な標準装備:ハーケン社製ブロッ"セルフテーリングウインチ／

大型バウハツチ/スカイライトハッチノフットレスト／

テレスコピックテイラー/オープンポートライト/ギヤレー/電動トイレ

●全長9.50m●水線畏7.90m●全幅3.24m●吃水1.88m●完成宜量3.150kg

●バラスト重五1.180kg●全セイル面積45.03m,●バース数6

●呼称最大馬力18ps●定員12名(平水)●航行区域沿海

■平水限定沿海標準価格例￥9.559,400

衷ヤマハ2GM-2OB付簿‘法定安全備品が含まれていま税

ｵブｼｮﾝ､船舶検査黄用､運賃､消査税は含まれていません。
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ヤマハでは全国各地で「ボートライセンススクール｣を開瞬しています,海をエ

ンジョイしながらのカリキュラムで、免許の取得まて'お手伝い。また、マリーナ

に間する二・相談にも応じています旬詳し〈は､右記またはヤマハマリンプラザ・

ﾏﾘﾝショップまでとうそ．こﾔﾏﾊ製品についてもお気軽にお問い合わせください。
安全がﾏﾘﾝスポーツの基本で魂
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